


聖徒の道
1985年10月 号

本書は｢エ ンサ イン｣｢ニ ューエラ｣｢フ レン ドJ

の記事を抜粋 した,末E〕 聖徒 イエス･キ リスト

教会の公式刊行物です。

大 管 長 会:ス ペ ンサ ー･W･キ ンボ ー ル,マ リ

オ ン･G･[]ム ニ ー,コ ー トン･B･ヒ ンク

レー

十 二 使 徒 定 員 会:エ ズ ラ･タ フ ト･ベ ン ソ ン,ハ

ワー ト･W･ハ ン タ ー,ト ー マ ス･S･モ ン

ソ ン,ボ イ ド･K･パ ッカ ー,マ ー ビ ン･J･

ア シ ュ トン,L･ト ム･ベ リー,デ ビッ ド･

B･ヘ イ ト,ジ エ ー ム ズ･E･フ ァ ウ ス ト,ニ

ー ル･A･マ ッ ク ス ウ ェル
,ラ ッ セ ル･M･

ネ ル ソ ン,タ リン･H･オ ー ク ス

顧 問:カ ー ロ ス･E･エ イ シ ー,レ ック ス･D･

ビ ネ ガ ー,ジ ョー ジ･P･リ ー,ジ ェ ー ム ズ･

M･パ ラ モ ア

編 集長:カ ー ロス･E･エ イ シ ー

教 会機 関 誌 デ ィ レ ク タ ー:ウ ェイ ン･B･リ ン

編 集 主 幹:ラ リー･A･ピ ラ ー

編 集 副 主 幹1デ ビ ッ ド･ミ ッチ ェ ル

子 供 の 頁 編 集:ロ イ ス･リ チ ャ ー ト'ソン

レイ ア ウ ト/デ ザ イ ン:メ ァ リー･A･ホ ド

ソ ン,C･キ ン ボ ー ル･ポ ッ ト

聖徒 の道1985年10月 号第29巻 第9号

発行 所 末 日聖徒 イエ ス･キ リス ト教会

〒106東 京都港 区南麻布5-10-30

電話03-440-2351

印刷所 株式会社 精興社

定 価 年間予約/海 外予約2,200円(送 料 共)

半年予約1,100円(送 料共)

普通号150円,大 会号(1,7月 号)350円

InternationalMagazinesPBMAO620JA

PrintedinTokyo,Japan.

Copyrightｩ1985bytheCorporationofthe

PresidentofthechurchofJesusChristof

Latter-daySaints.Allrightsreserved.

●定期購読 は,.｢聖 徒 の道 予約 申し込み用紙｣'で

お申し込 みになるか,ま たは現金書留か振替(口

座名/末 日聖徒 イエス･キ リス ト教 会 渋谷 ブ

ックセ ンター 振替 口座番号/東 京0-415正2)に

てご送金 いただければ,直 接郵送致 します 。注:

お届 け先 の変更があ りました ら,早 急に資材管

理部配送 センター にご連絡 ください。●｢聖 徒 の

道｣に っいてのお問 い合 わせ……〒194東 京都町

田市小 川1704-1/末 日聖徒 イエス･キ リス ト教

会 資材管理 部配送セ ンター/費0427-96-2820

鞭 欝

糞

講

鍵
難

灘
糊/

ヒ

霧 艶.馨

臣

噸鍵 織

～

趣

● も く じ

濾
覆 膏

拶難.

轟
麟
..

諾

ざ

評

麺

･

:

.

.
灘

.

."講

｢.
塾

鍵

　

饗

懸

{雛
ー
淺

･

＼ .灘釜

睡

駕

磯
･

蟹

継

譲

↑

旨

.

.
燃

･･擁

㍉

劇

蟻

.

こ

叡

臣

蹴
曳

ー

齪
.

轟羅

難嚢

灘鍵

羅
錨
藩抑
ふ

中 央 扶 助 協 会 会 長 会

表 紙:『 家 族 』 ウ ィー ン 出 身の フ ェル デ ィ ナ ン ド･ゲ:オ

ル グ･ウ ォル トミュー ラー 画(1793-1865)末 日

聖 徒 イ エ ス･キ リス ト教 会 所 蔵

家庭の環境 ゴ ー ドン･B･ヒ ン ク レー 1

セサル･アエ ド 無言の語.り手 ドン･L･サ ー ル 6

親のつとめ一 何事にも心をこめて バ トリシア･テ リー･ホ ラ ン ド 8

子供の反抗 10

力を合わせて戦う 中央扶助協会会長会との会見 13

ハワイの午後 ク リス･マ ッケイ 16

ダ リン･H･オ ークス長老一 ほかの使徒たちを見習って ドン⊥･サール 20

質疑応答 ケ ン ト･E･パ ル シフ ァー 25

各地のたよリ

子供のページ(別冊 寸録)

ハッピーハロウィーン 1

イサクとりべ力の出会い 唾i典からの物語｣よ リ 2

どうして立てるの? 6











轡
o
蓼
酵
.翻
轡
融

"
磯

翰
聾
轡
爵
齢
磁
醇
碍
毒
晒
畠
轡
憐

留
蟄

幽
醗
麟

磐
6
麟

奪
o
馨
魯
畠
齢
権
響
鯵
會
醗
轡
⑫

②
鱒

幽
碍
馨

轡
組
灘
僅
癖
攣
駒
摩
軸
麟
曲
魑
劇

@
愚

曝
母
癖

奪
$
藩
齢
齢
.騨
鶴
㌍
鎮
露
騒
騒
爵
憩
縁
籟
盛
魯
齢
糟
轡
ゆ
ゆ
⑧
哩酔

㊤
轡

㊧
聯
鱒
嶺
哩琶
轡
趨
尊
離
辱
魯
鐙
盤
醤
磯
噌
轡
鯵

轡
⑪
馨

融
単
雛

醗
豊
麟
幟
酬
薄
趨
尊
癒
響
唇
憩

聾
融
磁
齢

鯉
翻

醗
磨
韓
賜
俸
轡
蒋
謡
馨
酷
會
藩

面
瞭
壷

㊧

融
難
鯵
謹
騨
齢
繍
纈
轡
磁
噂
締
響
◎
蓼
轡

曹
欝
働

甲
轡
癒
融
逸
轟
癖
麟
融
6
㊥
@
@
㊥
磁

⑤
聯

轡
㊧
癖
磁
繋
轡
蓼
.@
⑳
穆
曹
⑳
鵬

鰯
轡
簿

強
鍵
穆
融
麹

轡
禦
麺
愚
麹
麟
轡
藤
⑳
磁
齢
醤
鍛
聡
懸
馨
奪
鱒
屡

幽
密
醗

瞬
愚

⑳
o
奪
麟

愚
聯
卿
融
⑫
9
節
⑪
の
麟
趨
勲
卿
轡
纏

舜
離
鵬

$
磯

轡
嶺
蔀

番
麟
蓼
鯵
舜
轡
響
書
嚇
轡
o
轡
瀞

響
趨

轡
勢
蟄

蒔
齢
麟
糧
⑪
磯
幡
畠
轡
醗
寧
鯵
畢

磐
.欝

鱒
¢
趨

馨
婁
舞
審
動

画
唖
癖
o

蔭
鱒
o

憩
醗

醤
攣
㊤

穆
壱
馨

㊧
魯
轡
尋
鱒
懸
⑫

嚇
轡
薗

肇
麟

②
毎
嚇

礎
o
⑳
郵
6
㊨
8
馨
㊧
痩
罐
融
ゆ

響
癖

麟
會
癒

■
鵬
轟
專
層
種
棲
奪
爵
⑤
糟
趨
酵

晒
轡
畠

醗
爾
郭

酵
魯

嚇
酋
憩

嬉
癒
轡

緯
讐
脅
夢
嬉
魑
瞬
騨
峰
9
"
㊥
藤
遭
O
ゆ

9
⑳
●

o
磁

職
酔
融

嬢
駐
⑬
層
◎
趣
塗
毒
瀞
@
蜜
響
齢

砦
鵬

潟
醇
.轡
壷

趨
薗
傭
樹
鯵

憩
⑫
麟
轟
轡
愚
讐

品
櫛
揖

瑠
愚
鋒

曇
麟

酪
宙
轡
餐
警
鰺
尋
楢
舜
斡

噛
轡

壷
畠
鱒
9

0
0

0
0
馨

亀
融
鱗
響
騨
轡
o
聾
融
"
蓼
穆
尋

緯
鱒
縫
魯
穣

導
畦
醗

o
o
⑤
o
●
轡
■
o
爵
o
o
@
⑤

睡
融

爵
蝶
蓼

轟
."
⑱
瞬
憩
藩
會
番
㊥
o
匿
㊥
魯

聡
㊥

瑠
導
轡

◎
"
馨

彩
緯
魯

醇
曾
轡
爵
爵
蒔
趣
醗
窃
轟
◎
⑬
■
奪
鯵
響
●
O
o

o
¢
傍

o
㊤
葡
雛
㊤

o
o
強
韓
轍
愈
畠
㊥
麟
暉
茜
麟
㊧
自
轡

翻
謬
磁

母
彰
馨
轡
轡
穣
卿
㊧
鰹
麟
騒
⑮
轟

囎
轡

■
3
轡

璽
飾
魯
@
稗
轄
謬
顔
.畢
窃
鼻
癒

愈
轡
蔀

⑱

O
■
毒
⑤
参
穆
響
簿
嚇
轡
種
蓼
趨
o
轟
聾

羅
癖
憩

■
蓼
@
齢
鱒
瀞
◎
㊧
愈
藺
癖
○
ゆ
O
尊

o
.響
②

餌
⑳
懲
6
⑳
轡
轟
⑬
魯
摩
の
㊤

萌
㊥
纏

謬
噛
簿

解
㊥

響
唇
⑪

塾
轡
⑳
攣
勘
@
魯
紳
麟
蓼
雌
轡
轡
轡
癖
塘

舞
鐘
磐

畔
㊥
⑤

o
O
穂

o
O
●

●
O
O
嚇
O
◎
響
O
O
o
◎
趣

書
馨
⑬

齢
鱒

響
礎
癒

轡
萄
種
尋
讐
縷
響
㊤
㊤
㊨
錘
の
馨

曜
㊥

嚇
畠
鍛

毎
■
謬
蓼
曇
憩
齢
謬
轟
癒
魯
韓
轡
幽
塾

勢
審
韓

韓
§
轡
憩
垂

"
"
鱒
"

"
瞬
"

"
鱒

"
"
瞬

"
瞬
陣

"
瞬
罐
"
瞬
峰
一

博
瞳
瞬

随
瞳
"

随
圃

睦
"
騨

"
囲
瞳
興
"
瞳
瞬
圃
幡
"

回
騰
圃

帰
陣

圃
陣
罐
岡
瞬
睡
隠
隔
罐
瞬
圃
瞬
四
博
瞬
"

博
瞳
圃

鴎
陣

圃
圃
騨

瞬
圃
罐
陣
瞬
幡
随
曜
幽

圃
博
噂
障
鴎
瞳
一
頃
瞳
四

頃
圃
圃

博
瞳

障
頃
鴎

幽
購
ゆ

一
際
鴎
瞳

博
瞳
障
頃
瞳
頃
噂
噂
頃

牌
罐
障

瞬
鴎

陽
噂
鴎
障
園
瞳
鴎
噂
瞳
圃

隠
噂
圃

博
鵬

圃
頃
樽

団
隠
瞳

一
博
購
圃
随
瞳
圃
随
陣

匿7綴愚饗轟鷲轟鷲墨響轟鷲轟欝愚鷲轟響響暴響讐藩鷲愚鷲轟鷺轟鷲轟響響轟囎鑓響雛響轟騨轟鷲轟響響轟響響愚響蟹愚響晶難晶難欝欝轟讐響轟響蟹轟響響轟讐馨轟讐讐欝驚響讐轟讐贈響轟讐轟響麟曾碁.舞響響轟

i蕪灘難蕪蕪難1難羅難繋蕪難1難慧灘難1難難難難灘1難難難難講灘1購灘灘
。･帳`2鐸(憧創くL吾K･×4坤9

ユ鯛醤襲･幅覇"鼻倉舞尋営嘉

`ユqG⊃樹園遡:彰oq甲2>窪.ユG

号∩嬰2着進⊃11娼･Σ,巨[騨…`⊃1(汐4

曾.巨2(∂味4h蓄峯自甲景(喝∩嬰●ε

。
･帳9誹(悔.31誕呈.･吉

毎竈(岬コゆ⑫,巨自4G号∩嬰白詳

▽肇ユ…舅考`⊃坤(必一}.ん×⑦⊇●z

。(熟
･無牽22(ΣqユΩ

聾(汐⊇!亀～乎`ユ(うG⊃,目.亘fセ(汐2呈=｢'1

21(四軍曾(刀…瑛;毫､り』311塁

暮レ昆(∂∩

塁⑦i郵遙`9聖母∩灘⑦》曾冨噛皐

黛⊃1:～盛ユG潭26.2Ω日i鰍4靱:i彰㍗

婁:遜⑦購9q

29甲∩母勲G∩(Σ禦i猛悔螺…静去●ε

盤鋼:鍾ゑ謝牽i野箪乎禦(瑚獲.z

皇来⑦謁幸(Σ#,陣2ウzγY⑦【qく室り.(吉潮獲'1

峯董障匝¥⑦Gセ(悔(へ:群･4彰

ユ茎9ゑ.甲白湯景醤獣(憎⊃坤⑦翠:彰

。9宇nユ(ザ29号∩嬰母'単'⑦⊥召

`⊃1雰身(〃煮･〈壬一♪壬▽一Ψ:準'齪唖

謹講(ρv-4･壬一♪壬亨一平

。γ:再翠》･吉ユG鞘9<¢Ψ

`9甲管一と鼻2(ラ:1零VEIII)｢
(悔

創ρ量q撃¥`⊃?=｢γ訂〉閉ヨ≡摯=?=)(を【うユ

q乎母曾⊆⑦灘覚蝉卑4…削士⑦∩螺qτ｣

`2タ(≡甲⑦匙VE=¥q霧由
7さ(メY-Y一'ソ

章易･4日⑦Gq`懲¢忍⊃1[ζ髭⑦'y皐暴

さ(!蟄雅障【4葺⑦…享oゑ率q量'=～q4∩鯉

量⊃1年`牽婁催･Σ陣q¥(Σ律9窪ユ∩2

9甲ユ皐ユ申(靖撹2罪母～禦…削壬.白蟹

劔箪(∂年ユ∩彦`牽皐奮温?ロル劉⑦9熾

4翠。ゑ翠く唱2【似∩総卸犀`母2

.

噛.{

2曾(騨降型茸翼:孕⑦韓¥･ΣqユG皐認

〉ユη垂孕賠強(狛9勲ゑ⑦潔學2軍玉

`⊃,身鼠⑦～ン.Y⑦芽評一⊇≠…窪`2う身阜⑦～享=¥≒鼻壬=

。⊃匹ア享

翠白鰍¢劉鵠⑦齢2月一⑦'y撃易曾ゑ藁

。(悼詳〉ユ∩年髭ユ(継}21つ'牽

2⊇⑦丁鷺`菖1墨(舶塁潭竈酎(セ)`41

.6∩4G哩⑦塁1･聾.肌鞄聯(ε)`当

隔葬創母普箪鰯r(Z).`軒慰⑦謁窪(1)
。
.巨準(哩2q4∩i妻蓄畢興重(〃6ラ⑦⊥

鷺`ユG.4禦21.⑫蓼轟母醤雑⑦…理老。ゑ

瓢輝∩申謡蟄`1y皐暴⑦誰型受ゑ蒋

。h!吾零白鰍4ゑ翠Mゴユ

∩購聾母白挺`罪離型⑦》霧(02。9甲

∩ユ曾辞翠i塾附⊃屡)9`罪,黎弔(〃卑4鴇

壬(Σr巨智箪ユ.中障⊆甲⑦…をoq皐詳〉ユ

〆｢=?渕･長甦母=～=}(Σ占倖ユY團夕⊇!翠6)_…裂遙⊃,

毒4潭触`9･鮨9<悼申5鮨4鴻士

。享ユ(珊曾瞭⊃匹ア9鴛毫瞬ユ∩?

箪4翠ユ∩ぞ彰?ゑ(碑`⊃博24G野9

⊃1町篤盛畢2曾禦⑦》奥1･fl曾螺鵜士`罰

りqユ∩⊃匹.甲9贈孕2⊇(Σqユ∩=～量

拓⊃燥暑早:手`撃ゑ睾津o⊃1櫓4…郵1彰。ゑ

ユ22茸雌¥撃1⑦⑫》瑳私辱》曾曇9

2ユロG⊃1》函G∩ヨ[14率`ユ【へ6⊃12

=こ(Σqユ∩2董…ラ予⑦･ξ6ン目`⊃ク⊆≠⊇メ≒#壬

o(}f∩ユ(Σ準筆凶一さ4婁鵜=～藁(Σ

4餌ゴ19珊`黒僻判厚⊃順塁⑦遡遙母2

2(グ野易¥`i刑呆孝一壬∠盛暴覇諏率

o
.巨ΩLr巨脅(Σ〉ユ妄1酵さ(1～皐孝幸当

(へ導巨9q=～q諏こ▽由♪∩琴誓孕ま…2ウ～γY(Σ(今

ユG図`誤19魚(を律(宰羅身9く(γつ'覚ユG

像毫白(吉q量｢§4白塁魚9才,⑦2rOく4(ト甲

∩ユ22q∩9週ゑ2鋤`判2⊇(Σ塀21

年2,(汐4(と)～ンY(Σ.(ハユ'し控量i2残創罪律皐鰐

≧巨`Y(Σqユ(へ寧孕⊇多｣∠◎.耳珍遊`Yε衷∩

呆=)ク國葛二～琴｢噂`Y象∩罪`Y(髪(汐蟹

。真翠GユG留2q茸⊃1

亀

。～薯葦2ノ⊆ヂ～Σ耳£つ膿

2⑦9～野身2≠1ρ謝種⑦'〉暴

φ蕾撹⑦i契)警:;ン…窪12瀞酷'ε但野
`瞬響c但当易9:;ン畢去

【¢Iil罪1⑦(}(Ση〉⊃一吾皐(汐攣孕曾射導(Σ

ゑ29去瞭母畢.`21;｢宿229鞘母皐.駈

曾妄茎…万ユ∩召訂軍母〕学顎{茎`(汐≧E.{を∩)鯉21蟹

辮21鱒G辮閑脚∩)呼`4銘挫
。
.巨率白毒2f碑宰.

¥ユ》9(Σ:群皐.(汐潔孕整浸雲(う2(Σ1翠ユ

隼(Σ皐認〉ユG蟹豪舗(り:票2埠4挫翠辮
`⊃1Ψ(碑4…誇壬`皐園鞘痺蟹膿4∩9髪

oへ〆i斗翠白[彰ア1フ蜜濠翼隼.q首ε歪皐覆酎磐

ラウむ

⑦鯉溜⊃1つ'(凶4…削士.`2劉2..2曾ゑ鯉

劉.孕i珊2澤`即霧側漁4鷺遙
。･匹f∩ユ吾圭2卸ア1皇螺…爵

士⑦…聾曾禦⑦倒'星%幽…剥塁⑦i纏

⊃1〃⊃懸`(圏弓濠卑4鴇壬(〃M十`4率

。<4⊆f∩ユ(Σqユ律;撃量2鯉罪1…財士(Σ

律狙q劉母睡暑(〃自曇`∩コロ奉白塁(沙

琶騨ユ白尉桝蘭⑦購誘`降缶【柏章･吉
`臼･斡9･牌宰ユ繊駐〉甲⑦毒呈認率

糾昆(ρ6鼻

。ゑ.準

白～季きぴ.厚亀黎量｢±(∂阜射創二1ρ6∩(Σ禦

塁1蒋.ツ吾新嬢1･轄ゲ餌16∩曾翻⊃1

416∩4(二(}.警⑦劉･蒋`ΩL申⑦翔一⑦=)

.(1:91呈i磯)｢〔。管〕(期2母白劉,

ア1詠博9…萎｣。(悼罫〉ユ∩2酵(唱ρ孕
.
ii匡呈(∂呈i磯(〃攻ユ∩老。Gミ～詳〉ユ別茸

豪～享射導ゑ率`料2障2ヲ∩(翠.〉雷⊃囎

晶･¢魁`き4.巨ユ22曾.巨灘駄斡律詳

(セ

:9/･.》!=〔)｢o(今ミ～隊ユ皐孕(き弱`⊇L6

申⊃12箪!虐袖僅⑦…享`ユ<悔乳9⊇鐸
をぞヤラ

豪…削士。ア昇曾4:6｣.。.鐸(今ユG裏雰暴

⊃ウ(～甲⑦取⊃脅.Yムこ▽エア1ロ4噛/.`4翠

(セセーεラ`1セ:IZI

鰐竈2難:猛)｢。∩添･(Σ蒔豪2⊃鱒き嘩白

茸)源㌍巨皐⑦蟹‡～1話鷲⑦窮口剃`ユ〉く¢

｣『,巨雲景藁(ρ邑一

･噂騨種騨輔鯛輸恥魏鱗･磯脇脇』綿.舗珊鱒鮪柵.･･軸畑.舗鱒鱒..騨.齢.燐塘鱒繭脇.舗輔..蝿.栂.･需.勅鱒脇鱗幡峨種.幽噸･籍
B鴫蝿灘趣贈融噛癖嚇伽鶴灘襲鶴勧麟幽魑繕嚇磐噂鯵嚇働磯勲繍蜘騨働櫓蜘齢騨.蝉鍛軸囎融麟麟囎軸懸櫓嚇聯.嚇働囎軸嚇継恥羅嚇醐　勲勲鍛癖趣噂難礁聡噂黎囎番嚇韓.嚇縫磯醗嚇離櫛轟携蓼灘馨鯵
酔毒§蓼齢魏趨離.磯嬉静鱒輪愚麟節曹欝轟郵鱒馳購審融贈.欝農樽齢磁馳藩の.珊嚇癖.癒轍価梯聴融価聯囎鞭韓⑳雌齢嚇轟灘滞難.麟慣嵯鱒曲翻灘雌悌.鱒珊魯繕曲珊繍.囎融囎醗幡融咽蝉聴講環踏聾楡馨㈱勲翻爵囎藩俳甜辮.ゆ撫齢蒔稚羅琳睡韓帥醤聯躯癖離響鯉懇綿鞭緯萌畠懸爵啓毒馨毒
き噂騨御嚇腕盤醗.嚇纏鍵⑭噂醗嚇榊麟韓織㈱鶴鱒細磁.抑噸齢蜘嫌騨誰髄轍紬融騨難脚.馳.脚磯豊磯騨.伽囎膿瞳羅鵜働磯駄嚇騨聯糎=.難騨細蘇嚇騨勲繕譜.噸陛瑚.韓融崩嚇紬.融尋爵轟輔
唇響艦導櫛趨.麟藩爵愚緯弊融磯穂醗嚇醐鞭轡撫纏翻輩麟趣彫鱒懸価齢翻覗趣竈魅融葡曜藤顯聡齢囎.脚聯融儲嚇離蔀懲齢畔.僻勲聯劔懸噛雑.辮懸.軸鯨聯細嚇.津轡輸蘭.齢麟曲鍮鵬轟軸纏駐懸雛騨.翻懲飾藤縣轟鵬鵬.笛鱗齢聾聯鱒編嚇麹歯鱒磯画藤磁囎齢愚苗轡臨軸磯愚魯膿轡脅雛藩轄薯癬
齢o睡繕愈葡麺o趨垂鴫繊麹曲鞍噸魍繍齢母囎豊曹麟曝疇聴齢囎囎⑳悔齢購恥嚇曲礁.麟聯縣鋤脂購･轡謝歌羅.韓睡嚇甦酢融融ぬ騨弊.㈱.船卿噛蝉醜卿齢.螂.螂灘蝉恥櫓嘔蝶齢聯醐齢疎端韓串軸鯵栂邸融念群融藺塩.無顛頭麟仙卸融画.愚齢顧.賄.繍瑠轍鞠愚曲繍磁㊥碗面融蜘億動麟鮨鴨鹸.窮殴

穆
癖
唐
導
◎
ゆ
鱒
◎

斡
憩
◎

②
㊧
Q

鐘
の
O

･
◎
導
鷲
奪
ゆ
。

･
o
●
.。
O

.

.
O

肇
.審
O

夢
¶･
O
。
.
湧
6
。
曝
癖
･
¢

。
肇
梱

。
麹
9

嫡
硝
綱
麺

韓

.輻

.曜
綱

螺
鋸

諺

.螺

●
oー
。
.の
α
。
･
伽
.
彗

●

。
。
痴

嬉
噛
馨
曇
棲
憩
ゆ
櫛
藩
爵
。
§
稀
巴
尋

肇
費
脅
暮

9
書

爵
.
o
唱
.覇
翻

翰
歯
馨
嬉
印
燈
麟
。
融
聯
轡
麟
覇
唇
警

麹
穣
磁

酵
@
鍵

毒

御
醸
磁

㊥
緋
愚
噛
嬢
難
曲
櫛
轡
鱒
唾
嶺
㊧
㊥
馨
増
愚
緯

㊧
酔
轡

會
憩
愚

劇
⑤

懸
母
㊥

疇
賠
麹
.轡
㊥
鷺

尋
@
緯
駐
萌
麟
疇
融
種
繭
曹
轡

羅
硝
萄

硅
磁
磐

藪
馨
轡

尋
晒
梅

魯
嶋
薄
験
嬉
鐘
禰

嚇
勢

娯
@
謬

邑
晦
瞳

融
舜
磯

轡
嚇
簿
磁
飴
⑫

斡
醇
⑬
噛
竜
癖
㊤
9
翰
贈

帥
融

"
豊
⑫

簾
矯
愚

輿
酷
趣
郵
⑳
騨
暴
種
融
爺
融
魯

棲
灘
蓼
融

蔚
磁

癖
蓼
奪

爵
塾
轟

鱒
笹
灘
融
曹
懲
嚇
⑲
轡
爾
墾
轡
曲
憐
軽

㊥
㊨
嬢

讐
蒔
愚

康

噸
瞥
轡

載
噂
遇

醗
魯
憩
餐
函
醗
繋
唖
働
遍
穂
磯
轡
麟
麟

轡
騒
轟

働
簿
憩
懸
魯
憩
融
聾
轡
爵
勲
轡
麟
會
蘭
麟
縄
癖
聯

審
簿

誰
⇔
鞭
葡
齢
蓼
癒
超
醜
魯
籍
韓
麟
嬢
灘
蓼
総
麟
鱒

尋
融
簿

繕
轡
纏
爵
響
嬢
㊥
翻
騨
毬
馨
嬢
甦
磐
膿
⑳
離
⑳
⑫
麟
鋤

磁
錨
噂
㊨
鶴
融
噸
勧
鱒
愈
鵬
轡
轟
轟
盤

騨
難
翻

磨
轡
轡

融
鱒
離

璽
麹
露

響
離
轟
爵
鍵
趣
鐘
轡
瀞
那
鍛
讐
蜜
翻
麟

弾
癖
憩
邸
轡
馨
覇
轟
雛

種
毒

藤
噛
麟
蓼
秘
趣
雛
簿
轡

轡
麟
穂
懸
嚇
⑬
轡
趣

爵
離
齢
轡
嘩
緯

糟
聡
⑳

騨
轡
融
憩
轡
瀞
㊥

軸
鍮

鯵
⑳
⑳

邸
藤
轡

鍋
幽
轡

鐘
購
馨
簿
⑫
齢
堺
馳
馨
爾
麟
癒

轡
籍
錘

魯
藪
魑

邸
曲
轡
層
⑪
鶴

轡
稔
歯

悌
酌
購
麟
融
醗
霞

騨
聯

癖
糧
愚

⑭
藤
麟

醗
聾
融

購
融
趣
網
簿
攣
⑱
㊧
⑳
磁
@
櫓
藤
験
轡

麟
簸
融

儘
⑫
鯵

邸
嘔
鱒
唇
翻
麟
賠
爵
鵬
瞳
噛
鯵
學
艦
磁

遍
撃
轡

轡
辱
.纏

醗
醗
鯵

偽
融
轡

興
尋
雛
翁
響
愚
儂
曾
鯵
趨
邸
簿
報
報
種

鰭
瞭
醗

蟹
魯
趣

轡

萄
暫
瘤

麟
雌
麟
組
俸
癒
鞘
暗
盤
醸
醗
懲
嘩
融
聯

瞬
噂
癬

爵
穆
齢

融

翻

ゆ
轡

繭
峰

麓
⑳

騨
尋

憩
轡
働
騨
画
塾
曝
鱒

瑠
購

種
駐

細
醒

曝
無

堰
雛
馨

翻
瀞
轡
穏
壌

畠
@

藤
當

辱
興

魎
餌

詣
聯

鱒
簿

麟
@

聯
聯

悔
郵

騨
獅

醐
轡

轟
磁

楼
尋

醇
鰐

憩
鍾

甑
範

舜
尋

彌
暗

勢
崩

聖
協
..
卑
動

.愚
踏

轡
瞳

魎
前

酋
尋
.

@
験

導
萌

斡



サ ⊃レ エ ド: 翫語喚
ドン･L･サ ー ル

彼
は1メ ー トル半 の全身 を伸 ばし,

やせた肩を張 り,す さまじい形相

でヘブライの軍隊に挑 む誇 り高 き巨人戦

士ゴ リアテになったかと思うと,次 の瞬

聞,石 投器を持って軽快 に山を越 えてい

く若 きダビデに変身 します。 そして今度

は,重 い荷を積んだ手車 を引いてアメリ

カの大平原を渡る,疲 れ果てた開拓者に

が

ー

砺

彗

き

早変わ りです。ぎ ゅっと引きしまった腕

の力 こぶや,難 儀 しながら一歩一歩進む

筋骨 たくましい脚の動きに苦闘の色があ

りありと見えます。

終始無言です。でも観客は心で感 じ取

り,理 解 します。

セサル･ア エ ドはヨーロッパで急速 に

名が売れ出したパ ントマイム役者です。

フランス人の師マルセル･マ ルソーの弟

子であり,､中 南米諸国や ドイツ,フ ラン

ス,ス イズで公演 したり,テ レビ出演 し

た.りしています。1984年5月 には,ア メ

リカで初舞台を踏みました。そして今や

彼は西 ヨーロッパの一流サーカスと契約

を結 んでいます。

舞台の上で も日常生活でも,彼 は精力

的で,自 由で,熱 心です。彼が自分 の生

い立ちを語 るのを聞くと,そ の演技にか

ける熱意は,そ のまま彼が人生にかける

熱意に通 じるものだということがわかり

ます。

アエ ド兄弟は,ペ ルーの リマ出身の帰

還宣教師です。仕立屋であった彼の父 は,

家族 に生活必需品 さえ満足に与えられま

せんでした。 しかし若 きセサルは教育 を

受けたいと心から望 み,ま た伝道 に出る

べ きであるという予言者の勧告 に従いた

いと思 いました。 そしてその祝福 を受 け

るには,自 分で努力 しなければならない

ことを知っていました。そこで･.･..1982

年 度 の初等協会 のテキス トに載っている

とおり 彼は学校の近 くで車を洗う仕

事をして学費,そ して後 には伝道の費用を

稼 ぎました。伝道 は彼 にとって大 きな意

義があったので,盲 腸炎にかかったとき

も長いこと休んではいませんで した。手

術 を受 けて5日 後 にはもう伝導生活に戻

ったのです。｢私にはやるべき仕事があ り

ます。私 は宣教師ですから。｣彼はごく当

たり前のことのようにそう言 うのです。

伝道の後,彼 はリマのヴィラリアル大

学で社会学 を学 びました。 けれども一番

好 きなのは劇 を演 じることでしたので,

それも学びました。実 を言 えば,演 技の

勉強を始めたのはまだ6歳 のときで した。

彼は当時.所属 していた教会 の宗教教育 ク

ラスに必ず出席していましたが,そ れは

レッスンの後で子供のために古い映画 を

上映 していたからです。彼 はバスター･

キー トンやチャーリー･チ ャップリンや

ハ ロル ド･ロ イ ドの無声喜劇映画 に夢中

で した。

宣教師が家族 に福音 を宣べ伝 えたのは,

セサルが9歳 のときでした。そ して11歳

の ときには もうLDS支 部 のタ レン トシ
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日,赤 ちゃんはどうして泣くの と

先 聞かれた4歳 の女の子が,そ ばに
いた赤ちゃんを見つめ,少 しの間考 えて

から,｢あ のね,髪 の毛がなくて,歯 がなく

て,あ んよもピクピクしていたら,お ば

さんだって泣 くでしょう｣と 言いました。

私たちはみんな,泣 きなが ら,そ して

少 し身を震わせなが らこの世 に生 まれて

8

濾

鍵

講

鍛
難
職
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鞍
.

羅 』

難 つどめ

顯心をこめτ

の

きます。両親が可能性のかたまりである

新生児を腕 に抱 き,そ の子 が十分 ひとり

立 ちできるまで愛 し,導 き,育 てること

は,学 びの最たる奇跡,芸 術の極みであ

ると思 います。

主 は最:初の両親 を造 られたとき,ご 自

分 に驚 くほど近 しいものとしてお造 りに

なりました。子供に生命を授ける私 たち

中央若い女牲第一副会長

バ トリシア･テ リー･ホ ランド

には,そ れが最高の召 し,最 も尊 い務め
そな

であるという認識が生 まれながらに具わ
さ さい

っていて,そ れだからこそ,些 細な失敗

が傷跡を残す絶望 を引 き起 こすこともあ

るのです。

良かれと思い,心 を込めて務 めても,

子 供が私 たちの望 むようにな らないこと

はあります。子供 と心を通わせることが

とてもむずか しい場合があるのです。学

校 で苦労 しているのか もしれませんし,

心 に悩みがあるのかもしれません。わざ

と反抗 しているのかもしれ ません し,あ

るいはひどく内気 なのかもしれません。

子供たちが依然 として不安定であるのに

は,様 々 な理由があるのです。

また,子 供 にたとえ問題がなくても,

常 に不安 は去 らず,ど うした ら子供 をそ

のような苦 しい道 から遠 ざけられるか悩

みは尽 きないようです。 ふと手のすいた

ときに,｢私 はこれでいいのだろうか。子

供 たちは大丈夫だろうか。お尻をたたい

た方がいいのか,そ れとも話 して聞かせ

た方がいいのか。やめさせるべきか,大

目に見るべきか｣な どと考 えたりします。

どんなに立派な親でも,現 実を前 にして

は,親 として不安 を覚えるものです。

私 は先 日,自 分がまだ若 い心配性の母

親であった当時の日記 を読 み返 してみま

した。

｢子 供たちの心 を傷 つけることは決 し

て しないようにと,い つ も祈 っている。

もし何かで傷 つけてしまったとしたら,

知 らずにしたことだと子供 たちにわかっ

て もらえるように祈 っている。軽率 な言

動を後悔 して泣きたい気持 ちになること

が よくあるけれど,悪 いことは繰 り返 さ

ないようにしたい。子供 たちに抱いてい

る夢 を私 の方から壊 すようなことをして

いなければよいのだけれど。助けと導き

が本 当に欲 しい。失敗 したと感 じるとき

には特に。｣

i
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親
は子供が謙遜で神の律法 に従順 な

人に成長するように望 んでいます。

けれどもすべての子供 がそのように成長

するとは限 らず,反 抗的な子供 を持つ親

は多いものです。従順 を生み出すのに子

供への愛 と関心だけでは十分で はないこ

とを私たちは知 っています。愛情に恵 ま

れ十分な教育 を受 けた子供 であっても,

反抗的になることもあ ります。そうした

子供 は大切な家族 の規則や福音の原則を

故意に破 り,長 い間反抗的な行動 を続け,

しかもそうした行動 に対 して何 ら悲 しみ

を示 さないことが多いのです。彼 らの行
ぽうとく

動には,神 への冒漬,不 道徳 アルコー

ルや薬物の濫用,無 断欠席などがあ りま

す。こうした反抗 は,多 くは教会活動を

欠席することに始 まります。

子供は,.選 択の自由が与えられていま

すから,と きには間違 った選 び方をしま

す。 だれに対 しても正義 を強制すること

はできませんが,訓 戒 と模範 により教 え,

そ して聖霊の力 を感 じて正 しい選択 をす

るよう祈 ることができます。反抗的な子

供に親は落胆 しますが,従 順 になるこど

を子供 に強制 してはいけません。それで

もなお私たちにできるごとはた くさんあ

るのです。

反抗的な行動は,子 供の要求が満たさ

れない結果であることが多いのです。.も

し家庭 に愛 と尊敬 に満 ちた雰囲気がなけ

れば,子 供 は親の教えに従 いた くないと

思うで しょう。子供は成長 とともに判断

する自由 を必要 とし,ま たその 自由を用

いることか ら学ぶのです。規則で子供 を

しめつけた り,あ まり厳 しく要求 しすぎ

た りすると,子 供 はただ私 たちを困 らせ

るために反抗 します。他方,過 度 に自由

放任 し,子 供 と一緒に過 ごす時間を十分

取ってあげなければ,子 供 は無視 されて

いると感 じるで しょう。そうすると今度

は,私 たちの注意 を引くために反抗する

譜 醸 隔

また,大 人の悪い模範を見ると,子 供

は反抗するようになる恐れがあ ります。

私たちは偽善 的に.口 ではいいことを

言 いなが ら実際には違 った行動 をとって

子供 に従順 になるよう期待 すること

はできません。たとえば,好 ましくない

ビデオ映画を家に持 ち込み,｢悪 い箇所｣

を早送 りして(す でにその映画を見たの

でそれができるわけです)子 供 には良い

映画を選択す るよう期待 する,と いった

ことはで きません。

子供 は時折,家 族 の規則 を破 ることに

よって,自 分 が独立 した存在 と認め られ

ているか どうかを試 してみることがあ り

ます。 この種 の行動 を見過 ごすのは誤 り

です。家族の規則 を破 らずに独立心を得

る方法 はたくさんあ ります。小 さい頃か

ら断固とした態度で,し かも公平 に,そ

して首尾二貫 した態度で,許 され る範囲

について教 えることにより,成 長後 の過

度の反抗心 を避 けられるようにな ります。

親 は子供の非行 について自責 の念にか

られることが よくあ ります。 自分 たちの

せいであるかないかは別 として,自 己非

難 して過 ごす ことは有益ではあ りません。

また,ほ かの人々が私 たちを非難 してい

ると思 うことも建設的とは言 えません。

私たちはこうした挫折感から,教 会 や私

たちにとって益 となる人々か ら遠去かる

ことがよくあ ります。で も,問 題がある

ことを認め,そ れを解決 しようと努力す

る方 がずっと良いのです。

では,反 抗 的な子供 を助 けるために親

として何 がで きるか考 えてみ まレよう。

まず第1に 言 えることは,自 分 自身を

はっきりとよく見つめることです。十二

使徒定員会のボイ ド･K･パ ッカー長老は

このような助 言を与えてい ます。｢両 親
　

は,ま ず最初 に問題 の中で一番苦 しい部

分 から取 り組 まなければならない。 つま

り,息 子 や娘 を非難 したいときに,自 分

自身の ことを振 り返 るのである。変 わら

なければならないのは,子 供 ではなく,

あ なたである。

あなたの行 ないがひとつの原因である.

とき,あ なたはた とえ正 しいと思ってし

10

たことで も,そ れまでの行 ないをやめ,

子 供がある振 る舞 いをやめるだろうなど

と;期待 することもやめなくてはならない。

今すぐ考 えてみなくてはならないのは,

子 供のことではなく,あ なたの ことであ

る。

さて,も しそのことを受け入れてくだ

さるのなら,親 であるあなたに具体的な

方法をお話 ししたいと思 う。……

また,も し信仰と教会の教 えを無視 し

ながら解決 したいと思 う人があるなら,

そ の解決法は決 して見つからないと申し

あげる。……

両親 が神 がおられることを知 り,私 た

ちがその子供 であることを知れ ば,澗 題

に対 して次のように対処 することがで き,

や がて勝利 を収めることができるであろ

う。･…･･

奇 跡 が起 こらねばというのか

では奇跡が必要 というのに

なぜそれが起 こらぬのか｣(『家族 と棚』

｢聖徒 の道｣1971年5月 号
,pp.142-43)

親 と して私 たちは自分 自身の行動 をよ

く見つめ,改 善 していく必要があります。

多 くの場合,親 の行動の選択において最

も重要なものは,子 供 との関係 を再 び確

立すること(あ るいは初 めて築 くこと)

で す。

子供 は,寂 しい,無 視されている,あ

るいは価値がない,と 感 じているために

反抗す ることがよくあります。私たちの

注意 を引くために良くない行動 を取るの

です。 こうした気持 ちは,子 供 と一緒 に

過 ごす時間 を多く取ることによって改善

していくことができるで しょう。改善 に

は時間 と犠牲を要 します。子供 と(子 供

｢に｣で はな く)話 し
,子 供 と一緒に行

動 する必要があ ります。

ある少女が非行少女グループとつき合

い,そ の行動一 飲酒,深 夜のパーティ

ー
,無 断欠席一 が家庭 の不和 の種 とな

っていました。間 もなく両親と交わすわ

ずかの会話 は,声 高な非難 に満 ちたもの

とな りました。母親 はとうとう自分 たち

の関係 があまりに悪化 してしまったこと

に気づ き,何 とか しなくてはならないと

思 うようにな りました。

娘は母親 と一緒に行動することを極端

に嫌がっていましたが,毎 朝学校 に送っ

てもらうことには反対 しませんでした。

最初の2,3週 間 はぎこ.ちなく過 ぎまし

た。会話はイエスかノーで答 える簡単 な

質問だけで した。 けれども時がたっにつ
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かの子供 たちを放置すべきではありませ

ん。反抗的な子供 のために多くの時間 と

財産 を費やしたとして も,ほ かの子供を

無視 することはできません。反抗的でな

い子供に対 しても責任があるのです。

また,配 偶者への配慮 と一致 も大変重

要です。反抗的な子供のために両親 の仲

が不和になってはいけません。

望 みはあります。で も,忍 耐強 く,そ

していつでも援助 を受け入れる姿勢 が必

要です。七十人第一定員会のローレン･

C･ダ ン長老 はこのような助言を与 えて

います。

｢親 たちが信 じて家庭 の中心 としてい

る道徳や行ないの決 まりというものを子

供が無視 し,彼 らの行ないを正 し,よ り

良 くしようと思 って行なう親の努力にこ

とごとく子供 が反抗するときに,親 たち

がいかに彼 を見放 そうとしているかにつ

いてお話 ししよう。

周知の如 く,現 代の悲劇 は多くの若者

が家 を離れてさまよい,問 題 の渦中に入

った り,社 会 に問題 を引き起 こすという

ことである。永遠 の御 父も彼 らを息子娘

として心配 しておられることを,我 々は

知っているだろうか。

両親の方々,ど のような困難 に遭 おう

とも,た とえ何が子供 たちをそこへ連れ

て行 ったにして も,決 して子供たちを人

生の暗やみや危険な道に置 き去 りにしな

いようにしていただきたい。彼 らが自覚

めるとき,そ れはつ らく長い道か もしれ

ない。 しかし,彼 らが我々を必要 として

いるとわか ったときに,彼 らを失望 させ

ることのないよう,心 より祈 るものであ

る。｣(『我々を頼 りとできるだろうか』｢聖

徒 の道｣1971年5月 号,pp.140-41)

決 して子供 を見放 してはいけません。

彼らに正 しい原則 を教 えるとともに私 た

ち自身の生活を必要に応 じて変化 させ,

常 に彼 らを愛するな らば,反 抗的な子供

の多くは行動 を改めることでしょう。 も

ちろん長い年月が必要 かもしれません。

でも,望 みは失わないようにしましょう。

反抗的な子供 についての重荷 を自分 た

ちだけで負う必要 はありません。家族以

外の人と重荷 を分かち合うことは大変有

益 なことです。監督や親 しい友人,カ ウ

ンセラー,同 じ体験を持つほかの親など

は大 きな支 えとなってくれま.す。 また主

は私たちの最大 の心の支えであ り,心 配

事 をいつでも話 すことができます。

正義感の強い親にとって,反 抗的な子

12

供の存在 ほど苦痛なものはありません。

家族の規則や戒め にひどく歯向かう子供

に接 していると,忍 耐の限界 に達するこ

とがあるでしょう。けれども罪悪感にさ

いなまれ,自 信 を喪失 しているだけでは

事態を良くすることにはな りません。 そ

れ よりも,主 に救 いを求めることです。

主 は私 たちがそのような行動 に耐 える力

を得 ることができるように祝福 して くだ

さり,改 善のために私 たちにできること

を霊感 によって知 らせて くださいます。

さて,そ の ように主 は私 たちのすべて

の努力 を祝福 してくださいますが,主 が

行なわれるの はそれだけです。たとえ子

供で も自分の ことは自分 で決めなければ

ならず,救 い主も私 たちも彼 らに強制す

ることはできません。 よく助けて励 ます

だけです。

｢子 供には正 しい行 ないをする権利 も,

間 違った行 ないをする権利 もあ り,い ず

れ にせ よ両親は子供 を見捨 てないことを

知 る権利があると思います。｣(｢ク.リスチ

ャン･サ イエ ンス･モ ニター｣1970年9

月9日,ロ ー レン･C･ダ ン引用。前頁22

節 の注釈参照)

実 行 しま しょ う

あなたの家族への応用 として,以 下 の

事柄 を考 えてみましょう。

1.あ なたの子供が反抗的であれば,子

供へのあなたの関心度を子供が どう

評価 しているか,考 えてみてくださ

い。子供 にもっと関心を示すにはど

うしたらいいで しょうか。今週は何

をしたらいいでしょうか。子供 と共

にどんな習慣 を築 くことができるで

しようか。

2.あ.な たの行動によく注意 して くださ

い。あなたの行動の中で子供の反抗

の種になっているものはないで しょ

うか。あなたの行動を変えるために

はどうしたらいいでしょう.か。

3.あ な たの子供 はどんなものに関心を

持っているで しょうか。趣味は何で

しょうか。友達はいますか。どんな

テ レビ番組を見ますか。 どんな音楽

を聞 きますか。テ レビや音楽の中で,

子供 に悪影響 を与えているものはな

いで しょうか。そうした悪影響を最

少限に食い止める方法 を考 えてくだ

さい。

4.子 供 のために祈 りましたか。必要 な

ら断食を しましたか。
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餐
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●共産 圏諸国の中で初 め

て建てられた東 ドイツの

フライベルク神殿。6月

に行なわれた一般公開に

は9万 人が訪れた。

去
る6月29日 か ら7月4日 までの6

日間でふたっの神殿が献堂 され，
くわ

ひとっの神殿の鍬入れが行 なわれた。献

堂 されたのは東 ドイツのフライベルク神

殿(6月29，30日)と スウェーデンのス

トックホルム神殿(7月 、2-4日)で ，

鍬入れが行なわれたのは西 ドイツのフラ

ンクフル ト神殿(7月1日)で ある。

フ ライ ベルク神殿

フライベルク神殿 は， ヨーロッパ大陸

ではスイス神殿 に次 いで2番 目に建て ら

れた。 しかも共産圏諸国の中で初 めて建

て られた神殿 ということで注 目に値する。

献堂式にはリピー ト・セッションを含め

て2，368人 の教会員が参加，ペンテコステ

さなが らのみたまに満ちあふれた集会 で

あった。

スペンサー ・W・ キンボール大管長の

指示のもとに準備 された献堂の祈 りは，

第二副管長の ゴー ドン・B・ヒンクレー長

老が捧 げた。献堂式に列席 した教会幹部

は， ヒンクレー副管長のほかに，十二使

徒定員会会員の トーマス・S・モンソン長

老，七十人第一定員会会長のW・ グラン

ト ・バンガーター長老，七十人第一定員

会会員の ジョセフ・B・ワース リン， ジョ

ン ・ソネンバーグ，ハ ンス ・B・リンガー

の各長老，それに前 ヨーロッパ地域会長

のロバー ト・D・ ヘイルズ管理監督であ

る。

フライベルク神殿 は世界で33番 目，キ

ンボール大管長の管理 のもとで は18番 目

に建て られた神殿ということになる。 ヒ

ンク レー副管長 はこう語 った。「これで東

ドイツの人々が主のすべての祝福 を受 け

られるようになりました。神殿の完成 は，

教会員 み方々の偉大な信仰と献身，なら

びに主 のみ手があって政府関係 の方々の

心が和 らげ られた結果 であると確信 しま

す。……50年 前，私は若 き宣教師 として

ドレスデンやライプチ ヒの町々を訪れま

した。当時は，この地 に神殿が建つなど

夢 にも思いませんで した。」

今回の建設 に関する行政関係者の対応

はきわめて好意的で，新築 された神殿の

写真が昨年の クリスマスのフライベルク

市報の表紙 を飾 ったほどである。

ス トックホ ルム神 殿

北欧初の神殿は7月 の2日 から4日 に

わたリ， ゴー ドン・B・ヒンクレー副管長

の手で献堂 された。神殿が建立されたバ

ステルハニンゲは人口約6万1千 ，ス ト

蕪
融 湾購

聖徒 の道/1985年10月 号 1
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●スウェーデンのス トックホルム神殿。スウェーデ

ン，ノルウェー，デンマークの教会員の用 に供する

ことになる。一般

公開には約4万7

千 人が訪れた。

ックホルムか ら20キ ロ南東 に位置する町である。建

立の地は遠 く紀元前500年 に先祖たちが定住 を始め

たと伝 えられる地である。 ス トックホルム神殿は，

スウェーデン，ノルウ ェー，デ ンマークの18 ，500人

の教会 員の用 に供することになる。

11回 に及ぶ献堂の式典には，延 べ5，234名 の教会員

が出席 し，4回 のセッションがスウェーデン語，3

回 がフ ィンラン ド語，2回 がノル ウェー語 とデンマ

ーク語 に通訳された。

献堂 に先立って行なわれた一般公開には47，609人

が 入場，1，215人 分 の記名 ア ンケー トが回収 できた

が，そのうち700人 以 上が神殿の位置するストック

ホルム第2ワ ー ド部の区域内の人々で 占め られ， そ

の関心の高 さを物語 っている。 また郵便局では駐車

場 に特設事務所 を設け，天使 モロナイを描いた記念

スタンプを神殿の絵ハガキに押すサービスも行なった。

1錘
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響

鞍
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蕊

フランクフルト神殿
くわ

鍬入れが行 なわれた神殿用地 は，フラ

ンクフル ト郊外 にある人口2万5千 の小

さな町 フライ ドリヒス ドルフの中心部 に

位置する。用地の獲得 は地元の他教派の

反対運動などにあって難航 を極めたが，

最終的に町議会37名 のうち21名 の賛成 を

得 て決定 した。町議会での決定後 は友好

的な雰囲気 が高 まっているという。

鍬入れ式を管理 したゴー ドン・B・ヒン

クレー副管長は， これは1910年 に 当時の

ジョセフ・F・ス ミス大管長 がほんの一握

りの ドイツ人教会員を前 に語 ったことの

成就であると述べた。ス ミス大管長の言

葉はこうである。「やがてこのヨーロッパ

の地 に，主の神殿 が林立する日が訪れる

ことでしょう。」

東京・静岡地区ステーキ部亘教師大会

一6ス テーキ部から120名 が参加一

去
る7月20，21日 の 両 日，「誠 に そ の

もコ

声 はこの地 より出で行 きて，全世

界と世のあらゆる隅々までも及ばざるべ

か らず」(教 義 と聖約58：64)を テ ーマ

に，東京 ・静岡地区6ス テーキ部合 同の

ステーキ部宣教師大会が東京 ステーキ部

センターにおいて開かれた。 この 日，各

ステーキ部のステーキ部宣教師，七十人，

伝道担当高等評議員 ら120人 が集 まり，相

良健一地区代表 を始め，ロバー ト・D・グ

ッドウィン東京南伝道部長，新 山靖雄東

京 ステーキ部長，前田修東京南ステーキ

部長，森村久男町田ステーキ部長，浅間

玄也横浜ステーキ部長 らの指導の下に，

まことにその声を 「世のあらゆる隅々ま

でも及」ぽさんがための訓練が行なわれ

た。一

これは，伝道部長が一堂 に会 した4月

2
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鞭

聾 臨

醐拝

灘

灘

撚

ロバー ト・D・グッ ドウィン伝 道部 長 浅間玄也横浜ステーキ部長 前田修東京南ステーキ部長

曹

総

薄

羅

相良健一地区代表

のソル トレークでの大会の折 に紹介され

た新 レッスンプラン「福音の標準教授法」

をステーキ部宣教師にも紹介 し，必要 な

訓練を行なうというものである。

第1日 目，10時 に始 まった開会行事で

は，グッ ドウィン伝道部長 の歓迎の言葉

の後，「世 を変 える手だてはまず人の心 を

変 えることであ り，最 も価値あることは

福音 を宣べ伝 えることである」(教義 と聖

約15：6参 照)と 浅間ステーキ部長が伝

道の意義 を述べ，続 く前田ステーキ部長

は， ジョセフ・F・スミスの死者の腰いに

関する示現 の中の 「生 まれる前から霊界

において基本的な教 えを受 け，主の定め

られた時 に出て行 って人を救 うために主

のぶどう園で働 く準備 をしていた」(56

節 〉 という聖句から，召されている宣教

師たちの前世 での予任 を指摘 した。 また

最後 に相 良長老が，時間があるか らする

のではな く，時間を作 ってなさねばなら

ない， と責任を果たすことの大切さを強

調 した。

午後からは，夜の9時 半 まで夕食の1

時 間をはさむ7時 間半 にわたって訓練部

会が持たれた。南伝道部 の宣教師たちが

中心 とな り，新 レッスンプ ランの基本と

なる 「みたまに従 う」「信頼関係 を築 く」

「決意を促 す」 ことの具体 的なや り方が

提示 され，様々なケースをかんがみロー

ルプレイングを行 なうなど，本番 さなが

らの訓練がなされた。

第2日 目は，午前中一杯，新 しいレッ

スンプランを実際に使 っての練習が行 な

灘 嚇

難

蕪

織

欝 、
羅難

懸

爵

，概

●東京ステーキ部セ

ンターて行なわれた

東京 ・静岡地区ステ

ーキ部宣教師大会に

集まったステーキ部

宣教 師，七十人 ，指

導者たち
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われた。従来の ものは， レッスンプラン

を一言一句正確 に暗記 することが求め ら

れたが，今回のものは，「レッスンプラン

を教 えるのではな く人 を教 えるのであ

る」 という考えから教授法 に工夫がなさ

れ， 自分の言葉 でレッスンできるように

なっている。 これによ り，教え方 にも柔

軟性が生 まれ，宣教師はより霊的 に， し

かも求道者の必要 に応じた レッスンを行

なうことが可能 となった。

午後には，聖餐会 と断食証会 が持たれ

た。聖餐の祝福 とパスを副伝道部長，ス

テーキ部長 といった指導者みずか らが行

なう普段 とは趣 を異にした光景が見受け

られ，今回の大会に寄せる指導者の並々

ならぬ伝道への思いが伝 わってくるよう

であった。証会 にはステーキ部宣教師が

引きも切 らず壇 に立ち，宣教師 として召

されている喜び と決意を力強 く証 し，2

日間の大会は幕を閉 じた。

次 に挙げるのは，大会 に出席 したある

姉妹の証である。

「ステーキ部宣教 師大会 に出席 してま

ず圧倒されたのは，その規模の大 きさと，

出席 されている指導者の顔ぶれ， そして，

この会を開 くにあたってなされた多くの

方々の犠牲で した。 フルタイム宣教師た

ちも，主催者側 として，伝道時間が少な

くなるにもかかわらず，周到な準備 をし

て会の進行に携わり，実際に伝道をしてい

る者 として教えてくださいました。伝道

部長のご家族 も全員で迎 えて くださいま

した。

迎 えてくださる方々の熱意 と， また出

席 したステーキ部宣教師の人数 の多さと

熱心 さを見るとき，今，伝道の業の歩み

が もっと速められるようにと，神様が期

待されていることを感 じずにはおれ ませ

んでした。 また， ステーキ部宣教師が確

かに神様 から召しを受けて福音 を宣べ伝

える責任にあることを，再認識 させられ

ました。

伝道が確 かに神様 のみ業であ リ，その

ために惜 しまず犠牲を払 っている人々を

見 るのは，大 きな励ましであ り，力強い

証 です。主がこの地に遣わ して くださっ

た伝道のみ業 に携 わるすべての人々に，

変わ らぬ主 の導 きが あ り，この働きが

さらに速め られます よう にお祈 りいた

します。」

今回のように地区単位 でのステーキ部

宣教師の大会はまったく初めての試みで

あったが， ソル トレークの教会管理本部

から新 レッスンプ ランの動向調査のため

に来 日し，今大会 にも参加 したシ リル ・

A・ フィギ ャラス兄弟(新 レッスンプラン

制作 スタッフ，世界における当教会改宗

者の動機調査 を行 なっている〉によると，

ステーキ部宣教師のみならず， ステーキ

部 の指導者 が寝食をともにする訓練会 は，

アメリカにおいても前例がなく画期的な

ことであるという。 このようなことから

も， このステーキ部宣教師大会 は東京 ・

静岡地区内だけにとどまらず， 日本にお

ける伝道活動をより一層推 し進 めること

への先 がけ となるであろう。

〔フィギャラス兄弟の全世 界における改宗

者の入信動機調査によると，入信のきっ

かけのほ とん どは，「宣教師の愛を感じ

たから」とか 「信頼できる人が教会にい

るから」などといった宣教師や教会員の

温かいフェローシップによるものである。

教義 そのものだけによって改宗 した人は

全体の20パ ーセ ントにしか過 ぎない。求

道者 との個 人的信頼関係 を築くことが私

たちに与えられた最大のチ ャレンジであ

ることを浮き彫 りにしている〕

岡山ステーキ部扶助協会「創作まつり」
一山陽地区

，山陰地区に分かれて発表会一

私
たち岡山ステーキ部扶助協会では

去 る7月20日(土 〉「創作 まつり」

を開催いたしました。

「わたしたちは与 えられた恵みによっ

て，それぞれ異なった賜物 を持 っている」

(ローマ12：6〉 と聖書には書かれてあ

ります。また恵みとして，予言すること

や奉仕，勧め，寄付，指導，慈善 などが

挙 げられていますが，才能 もまた恵みの

賜だと思 います。天父は一人一人に異な

った才能 を与えてくださっています。天

父の与えてくださっている才能 を多くの

人々 と分か ち合 い，学 び合 うこ とは，

ひいては天父が喜ばれることだと思 いま

4
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そこで，各ワー ド部，支部 ごとに，そ

れぞれの姉妹の才能 を持 ち寄 り生 かし合

って，発表会 を行 なうことにしました。

出し物 は劇， コーラス，合奏， ファッシ
き ごう

ヨン，即席揮毫など何 であって もよいこ

とにしました。

これらをみんなで創 り出すことは，参

加する姉妹 たちがお互 いによりよく知 り

合 う機会 となり，共に力を合わせること

によって団結力を強め，姉妹同士の絆 を

一層強めることにもなります
。 また，姉

妹 として必要な知恵を磨 くことにもなり，

そのことが 「家 は知恵 によって建 てられ，

悟 りによって堅 くせられ， また，へやは

知識 によってさまざまの尊 く，麗 しい宝

で満 たされる」(箴 言24：3-4)よ うに

なると思 いました。

そして7月20日(土)， そのようにして

創 り出 した ものをステーキ部全体で発表

し合 ったのです。私たちの岡山 ステーキ

部 は広 い地域にまたがっているため，全

部の支部， ワー ド部が一堂 に集まって行

なうことがむずかしく，同 日同時刻 に山

陽地区，山陰地区 に分かれて行 ないまし

た。山陽地区は，倉敷 ワー ド部 を会場 に

岡山，岡山西，倉敷各 ワー ド部 と福山，

津山各支部が集 まりました。山陰地区は

米子ワー ド部 を会場 に米子，松江各 ワー

ド部，鳥取， 出雲，倉吉各支部が集 まり

ました。

ミュージカル，絵画， ファッションを

兼ねたパーティー，子供のための衣 食住 の

工夫な ど，各支部，ワー ド部の姉妹 たちの

持ち味 を生か した発表が次々と展開 され

ました。中には兄弟 の賛助出演 もあ り，

美 しさに魅せ られる場， ほほえましい場，

思わず爆笑させ られ る場 などがあ り， と

て も楽 しいひとときを過 ごしました。

最後には，「びっくりしたで賞」「かっ

こよかったで賞」などそれぞれの出 し物

に合 った賞が審査員の手 によって渡 され

ました。

また，舞台での発表と同時 に，会場 に

は扶助協会の姉妹 たちの作品を展示 いた

しました。一 つ一つが心のこもった作品

であり，すばらしいものばか りで，会場

は 「創作 まつ り」にふさわ しい雰囲気 で

いっぱいになりました。

この発表会を通 して，神様が私たち一

人一人 にこんなにすばらしい才能 を与 え

てくださっていること， また現世 にあっ

てそれ を見 いだ し，分 かち合 うことが，

いかに楽 しくすばらしいものであるかを

改めて知 ることができました。

私 たちは今後 とも頑張ってますます才

能 を磨 き， また増やし，家族 や隣人と共

に楽 しみ，喜 びを分 かち合いたいと思っ

ています。扶助協会 を通 して，すばらし

い神 の娘 に成 長 でき ます ことを証いた

します。(レポー ター ：岡山ステーキ部扶

助協会 第一副会長 ・青 山静)

おお かみ よ し み ち

大上善通兄弟(副地方部長)

の逝去に際して

一「告別式はあたかも伝道集会の

ようでした』一

盛岡地方部八戸支部長 小泉 隆司

「お 父 さんが倒れたんです。早 く来
てください。」

おおかみ

大上姉妹からの電話がきたとき，勤め

か ら帰ったばかりでした。大上家に向か

い，車を運転 しながら，大 したことはな

いはずだと自分 に言 い聞かせていました。

しかし，着いてみると本人は救急車で運

ばれてお り，次女の智子姉妹 がひとり残

っていました。 そして， その状況はまさ

に脳卒中その ものだったのです。
よしみち

翌 日の7月16日 早 朝，大上善通兄弟は
い

昏睡状態から一度 も快復 することなく逝

ってしまいました。51歳 の生涯で した。

大上兄弟 に最初 に会 ったのは，私が仙

聖徒の道/1985年10月 号 5
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●大上善通兄弟の告別式でご子息の和男兄弟(19歳)が 遺族を代表してあいさつを述べた

高まに栄えτ 住めるわが父

のつ，かえり行まτ み顔を見るや

わが霊かつτは みそぱに住みτ

幼きそのどま 育 τられしか

小泉隆司支部長

エ ラ イ ザ ・R・ス ノ ー

はちのへ

台から八戸に帰って間 もなく，宣教師と

共にお宅 を訪れ，家庭集会を開いたとき

でした。 もう，いつで もバプテスマを受

けられる家族 でした。 しかし， まだバプ

テスマを受 ける決心 がつきかねていたよ

うです。問題 は，親 しくしている周 りの

人々 と異なる道 を歩まなければならなく

なる不安だったと思われ ます。仏壇，神

棚，葬式，年 中行事などについて話 し合

ったことを覚 えています。当時大上兄弟

は42歳 ，私は伝道から帰還 したばかりの

24歳 で した。

集会の人数 が30名 を越 えることもない

小 さな教会 に， 自分の人生 を託す という

のは，人生の盛 りを迎 えた人にはかなり

勇気のいることに違 いあ りません。その

当時のことを，大上兄弟は次のように記

しています。

「1975年11月29日
， 妻と長男がバプ テ

スマを受けました。極めて霊的で美 しい

バプテスマ会であったと宣教師は表現 し

ていました。私 も一緒 に受 けるようにチ

ャレンジされましたが，頑強 に拒み続 け

ました。亡 き父のことや， 自分の墓地 を

確保することなどまだ 自分 で解決 しなけ

ればならない問題 が残されていたからで

す。しか し妻子のバプテスマを目の当た

りにして，彼 らが遠 く手の中から離れて

行 ってしまうように感 じました。心の中

にぽっかりと穴があいたようになり，家

族 がばらばらになってしまう寂 しさを感

じました。ここに至って改 めて， 自分の

家族 をこのうえな く愛 していることを知

ったのです。」

1976年1月23日 ，大上兄弟はバプテス

マを受けました。大酒飲みで怒 りっぽい

人が，主の神権者にふ さわ しく大 きく変

わっていくのです。

神権会の教師に召され，支部書記 とな

り，副支部長 となります。 自分 よりも17

歳 も年下の支部長の下 で働 く彼 は，本 当

に謙遜な人になっていました。

1978年8月 ，大上家族 は全員そろって

ハワイ神殿訪問 に加わ り，家族の結び固

めを受けました。その頃か らの大上兄弟

には末 日聖徒 の誇 りと自信が満 ちあふれ

ているようで した。間 もなく彼 は八戸支

部の3人 目の支部長 となったのです。

支部長 になってからは，彼 にとって「試

練の時」でした。親族の債務 のため， 自

宅が建 っている土地 を売却 しなければな

らなくな り，お母さんが亡 くなられ，職

も変 えなければならなくなりました。 こ
しん さん

の時期の辛酸は支部長の激務 に追い打ち

をかけるようなことばか りで した。 しか
はがね つち

し，彼 はそれを鋼を鍛 える槌 と変え，信

仰 を揺 るがすことはありませんでした。

会員たちの前では，いつ も柔和 で誠実で

した。苦 しいことばか りではあ りません。

5年 近 くにわたる支部長の任の最後に，

主は祝福 を賜わ り，八戸支部 に新築の教

会堂がもたらされました。「まず神の国と

神 の義 とを求 め」る彼の証が建 てられた

のです。私は彼 と共 に神権指導者 として

働 き，大上家のホームティーチャーとし

て，彼 と彼の家族の愛 と信仰 を見て参 り

ました。確かに彼は真の末 日聖徒であり，

主の神権者であったのです。

大上兄弟の証 の中にこうあります。

「皆 さんのお仲間入 りをす るのはこん

なに遅 くな りましたが，年長者なので，

皆 さんよりもお先 に，早 く天の王国に行

けると思 っています。」「天の王国行 きの

特急列車 に乗れるように備 えていきたい

と思 っています。」

彼はこの言葉 どおりに，改宗 してか ら

の10年 近 い歳月の中で昇栄に欠かせない

すべてを成 し終 えてお りました。まさに

彼は 「天の王国行 きの特急列車」に乗っ
い

て逝 ってしまいました。東京神殿の中で，

「小泉兄弟
，覚 えましたよ」 とエ ンダウ

メントについて語 っていた大上兄弟の 自

信 にあ、&・れた顔が まざまざと思 い出され

て くるのです。

彼と私は，「私 たちが経験 していないの

は，葬式 と墓の奉献だね」とよく話 し合

っていました。未知 の儀式に対 する不安

です。今回の葬儀が盛 岡地方部で最初の

葬儀になったのでした。大上兄弟 の死 に

臨んで，支部長の私 にその重荷がどっと

の しかかってきました。彼を失 ったとき，

年長者の彼の様々な知 恵と経験 に頼 って

いた自分 に気 づいたのです。ふた りで一

緒に経験す るはずでした。ああで もない，

こうで もないと相談 しながらするはずだ

ったのです。 まったくの暗闇の手探 りで
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した。遺体を前に したときから，もう始

まっているのです。涙を流 している暇な

どないのです。遺体の処置，搬送，埋葬
ひ つ き

衣，棺，祭壇，死亡広告，通夜，火葬，

告別式，すべてにわたって初めてなので

す。 もちろん末 日聖徒用の葬儀の手引き

などある訳がありません。伝道部長，地

方部長，管理本部，友人などか ら電話で

情報 を仕入れ準備す るのですが，不安 は

募 る一方で した。 もう，祈 るしかありま

せん。

いざその場 になると， まるで前 に経験

があるかのように事 が運ぶのです。兄弟，

姉妹 たちが一致 して働 いているのです。

主に祝福 され導かれているのです。告別

式には250名 ほ どの方々が参列 して くだ

さり，教会 のホールに入 りきらず，廊下

や階段で聞いていただく有様で した。8

割 近 くの方々が教会員ではありませんで

した。私 は司会 をしていて次第にわかっ

てきました。「これは伝道集会なのだ。取

り乱 した りして はい けない」 と。私 た

ちが今まで行 なってきた活動 はすべてこ

のためではなかったのか， と思われ るほ

ど，式の運営，音楽，聖歌隊，会場の整

理，そのほか様 々なことが驚 くほどスム

ーズに進行 しました
。

参列者の多くは目に涙を浮かべて会場

を離れて行 きました。葬儀 のプロである

葬儀屋の社長さんまでが，ハ ンカチで涙

をぬぐっていました。主のみたまがそこ

にあったのです。参列 された多くの人々

にとって，心 に触 れる葬儀 だったようで

す。告別式で話されるお話，祈 り，讃美

歌 のすべては，教会員に限 らず心 を開 く

ならだれにとっても理解はたやすいので

す。理解できないことなどひとつもあ り

ません。

葬儀をすべて終 えた今，私 は以前 にも

増 して確信 したことがあ ります。それは，

大上兄弟 も私 も， この教会を選んだこと

に誤 りはなかったと。

会員 たちの愛 と奉仕 で葬儀 は終 わりま

した。初めての葬儀を経験 した八戸支部

には，落 ち着 き を取 り戻 した今，前 と

は異なる雰囲気があ ります。「支部の本当

の父」 を失 った悲 しみは大 きいのですが，

それよりむしろ兄弟，姉妹たちの霊の眼

聖徒の道/1985年10月 号
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が開けたのです。今 までより一層霊の存

在 を身近 に感 じ，系図や伝道 に意欲 を持r

つ ようにな りました。大上姉妹は兄弟の

証 をモル モン経 に添 えて親族，友人 の

方々に 「故人の思 い出」 として贈 って回

りました。

大上兄弟は，私 たちにた くさんの贈 り

物 を残 して，主の新 しい用向きに召 され

ました。残された家族 の心には，「わた し

を信 じる者は， たとい死 んでも生きる。

また，生 きていて， わた しを信 じる者は，

いっ まで も死 なない」(ヨ ハネ11：25-

26)と の主の言葉が生 きています。 しば

しの別れの後，再び会えるという確信は，

私たちの心の中に 丁悲 しみ」よりも 「希

望」 と 「愛」を，永 く強 く保 たせてくれ

るのです。T(こいずみ ・リゆうじ1951年

生 まれ)

半年間に2，000枚 の

家族の 記録シー ト
一拡大神権系図クラスの成果一

レポーター ：松 下 泰 洋

(東京南ステーキ部大岡山ワード部)

昨
年3月 ，全国的なユニッ ト再編成

により旧東京第4ワ ー ド部から生

まれた大岡山 ワー ド部 は，当初65名 ほど

の活発会員でスター トした。その後石坂

晃一監督 を中心 に神権定員会，扶助協会

をはじめとして，全会員が一丸 とな り，

寄せ集められた会員間の結束 と和をもた

らすために， あらゆる努力が払われた。

そして12月 には，会員間の絆 も次第 に強

まり，100名近 くの出席 を見るに至 ったの

である。

そこでいよいよ福音の基本的なプログ

ラム，活動 の充実 を計 るべく，神権役員

会で度重なる討議の末， まず神殿系図活

動 に力を入れることに決定 した。1985年

の第1四 半期に拡大神権系図クラスを設

けて，福音の教義クラスの全員が系図ク

ラスに出席 し， ワークショップ を行 なう

というものである。3月 末までの目標は，

家族 の記録 シー ト1，000枚提 出 と決 まっ

た。

ある会員たちはこれまで年間数10枚 と

いう実績から無理な数字ではないか と信

じがたい思いであった。クラスの人数 は

40名 を越え，10家 族 の神権者をグループ

リーダー として独身そのほかの兄弟，姉

妹 を各 グループに分 けて作業は行なわれ

た。

大祭司グループ リーダーを初 め， ベテ

ランの会員 たちが系図探求の第一歩か ら

手ほどきをした り， またシー ト作成 を手

伝 うな ど毎週楽 しくも忙 しい40分 聞が過

ぎていった。 この計画が発表 されて間も

なく，教会本部 から1985年 度 上半期 の目

標，テーマが発表 された。 それはまさし

く大岡山ワー ド部の決定 した神殿系図プ

ログラムと一致 していた。

初 めば危 ぶまれて いた1，000枚 の 目標

は，石坂家族 を筆頭 に，数家族の精力的

な作成提出に勢いを得 て，2月15日 まで

の45日 間 で達成されて しまった。 この頃

から，初めて系図 を調べ始 めた兄弟姉妹

の記録が次々 と出始 め，6月 末 まで延長

された拡大 クラスの家族記録 シー トの合

計は2，000枚 を越 えるに至 ったのである。

各会員 は，大型 の書類箱を用意 してワ

ー ド部 に記録 を保管 し
，毎週 その中から

名前を引 き出 し， また新たに取 り寄 せた

資料 を蓄えている。 日曜学校 のわずか40

分 のクラスで行なえる作業量は限 られて

いる。 しかしお互いの助 け合 いと励 まし
はぐく

の中で育 まれるス ピリットは自宅へ帰っ

てからも持ち続けられ， とどまることの

ない探求作業へと進展 していくのである。
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●大岡山ワード部拡大神権系図クラスで系図の作成に取リ組む兄弟姉妹

轟 騨 頂麗

大岡山ワー ド部の今年度 のテーマは，「相

互扶助」であり， この分野で もすでにそ

の目的は十分達成 されている感がある。

この試みは初心者にとって も， またベ

テランにとっても新 たな喜 びとチャレン

ジをもたらした。 これまでともすると少

数 の熱心な探求者 による人名 に依存 しが

ちであったが， このやり方 によって，提

出者の底辺 を大きく広 げるという点で，

将来の系図探求 に計 り知 れない可能性を

もたらす ことになった。

変則的ではあったが，拡大系図 クラス

は6月30日(日)， 大祭司グループ リーダ

ーによる2
，000枚達 成報告 をもって終了

した。7月 より本来 の神権系図クラスと

して引き続 き10数 名 によって活動が続け

られて いる。ひ と度 エラ イジ ャのスピ

リッ トに取 りつかれた兄弟姉妹 は，探求

の手をより広げていくことであろう。

今なお，毎週 クラスが終わると数10枚 ，

あるときは100枚 に も及 ぶ分 厚 い家族 の

記録 シー トが大祭司グループ リーダーに

届けられ，翌 月曜 日には系図サー ビスセ

ンターへの定期便 となっていることは，

多忙なサービスセンターにとって もうれ

しい悲鳴 となっていることであろう。

ここで大岡山ワー ド部 の会員たちの何

人かに登場願 って， クラスの成果，個人

の喜 びと変化 の証を伺 ってみることにす

る。

最初 は新 年早 々か ら200枚 の家族 の記

録 を提 出して終始 リーディングヒッター

の座 を守 り続 けた石坂姉妹 の言葉 である。

仲間と協力

し合うこと

によって…

石坂 春美

「系図のクラスに出席 して驚いたこと

は，皆資料 をたくさん持 ってお られるこ

とでした。ひとりで書いていてわからな

いことが出てくると， どうして もそこで

やめて しまいがちです。系図について詳

しい人がちょっと手 を貸すだけで死者の

救いにつながるのです。 自分でわかるよ

うになると楽 しくな り， またもっと多 く

やろうという気 にな ります。

そしてひとりで10枚 ，50枚 ，100枚 の フ

ァミリーシー トができるのです。系図の

クラ スに出席できないブライマ リーやそ

のほかの責任を持 っていらっしゃる姉妹

たちも，個人的に熱心 に教 えてください

と言って来 られます。 ひとりよりも仲間

と共にすると， ますますやる気 がわいて

くるのです。」

8

次は初めての本格的な系図作業に取り

組んだ砂川多恵姉妹 と，新婚早々両家の

戸籍謄本を持ち寄って文字どおり二人三

脚を始めた佐藤ご夫妻の証である。

「先祖が身近

に感じられま

した」

砂川 多恵

「私は系図を探求 することによって多

くのことを学 びました。私たちが 自分の

先祖 について調べるのは，本当に必要な

ことです。 しかしそれ以上に，私たち自

身にとって大切であるということがわか

りました。 この作業 を通 して多くの人々

の愛 を感 じることができました。今 まで

名前 すら知 らなか った先祖が大変身近 に

感 じられ，家族や親戚に対 して深い愛を

覚えるようになりました。 そして何 より

も私 自身の信仰が強め られ，系図を探求

するときに多くの人々のすば らしい模範

を見ることができました。

多くの先輩 たちが，みずから先頭 に立

ってこの業を実践 していらっ しゃるので，

私 もその行ないを見て 自然に後 について

いったような気が します。今 まで何事に

も消極的 だった私 ですが，気 がっいたら

多くの活動にみずから喜 んで参加 してい

ました。」

お寺の片隅で眠って

いた先祖の記録

佐藤 正俊

香

「私 たちが先祖の系図 を調べに松山市

興居 島に行 ったときのことです。お寺 に

行 けば先祖の系図があると父か ら聞いて，

そのお寺 に行 ってみました。私 たちが訪



れたときはちょうどお盆でご住職 はお忙

しく， すぐには取 り合 っていただけませ

んで した。やっとお話 をさせていただけ

ると思 いきや，この寺 には系図などない

と怒 られて しまったのです。

ところが私 たちが困 り果てているのを

見て，メモ程度の ものならある， と何や

ら私たちに見せてくださいました。その

メモの中には私たちが捜 していた先祖 の

記録が書 かれていたのです。このメモは

28年 前にご住職が理由 もなく書 いたもの

で，こうした記録 はほかにはなく，私た

ちの先祖 のことのみが記されてあったの

でした。それ までお寺の片隅で眠 ってい

た先祖の記録がやっと日の目を見たので

す。私 たちは大変喜びました。 ご住職 も，

なぜ こんな メモを取ったのかよくわから

なかったそうで，今までそのメモを必要

とする人 もなかったのでした。 自分の書

いたメモが役 に立って良かった と，いつ

の間にやら上機嫌 にな られ，話 もはずみ

ました。 このおかげで役所ではわからな

かった30人 ほどの先祖の名前を知 ること

ができたのです。

またこの系図旅行 に出る前 日，作 られ

たばかりの2冊 の本 になった母方の系図

を手にすることができました。 その中に

は6代 先の先祖100人 ほ どが載 ってい ま

⊇
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した。その記録 は私以外 にも系図を調べ

ている親戚の人から送 られてきたもので，

まだで きあがったばか りの本で した。

系図の作業 を通 し，私 たちは新 たに行

動を起 こすとき，確 かに主が助 けてくだ

さることを証 しいたします。」

さて次はすでに系図提 出と神殿参入を

しているが，その後 しば らく提出をお休

みしていた家族 の方々の証である。

系図と神殿

の儀式

斉藤 和子

「1974年8月 ，3月 に結婚 したばか り

の私 たちは恵まれてパワイ神殿訪問 ツア

ーに参加 することができました。神殿訪

問を控 え，一生懸命系図に取 り組んだも

のです。

私は，幼稚園に入るはずの1954年 ，5歳

のときに母を亡 くしました。!968年4月

に19歳 で この教会 に改宗 し，死者のため

の身代わりの儀式ができることを知 りま

した。それ以来念願であった母の身代 わ

りの儀式 も受 けることがで き，その折に

はうれ しさと感謝 の念で涙が後から後か

ら止めどもな く流れて きたのを昨 日のこ

とのように覚 えています。そ してその と

き，これからも一生懸命系図を調べて ど

んな犠牲を払 って も毎年神殿に参入した

いと強 く思 いました。

しか し，出産，育児， 日常生活， 目の

前 の忙 しさなどに追われてだんだんその

思 いも薄れ，長い間系図か ら遠ざかって

いました。今 回大 岡山ワー ド部では何 カ

月間か系図クラスが設けられましたが，

私 はプ ライマ リーの責任 を受 けているた

め，残念ながら系図の クラスに出席する

ことができずにいました。 しかし，石坂

姉妹が個人的に私の系図作成のために多

くの時間を費や し，助 けてくださいまし

た。彼女 に心か ら感謝 しています。

随分 と程遠 い存在だった私の先祖が，

再 び身近 に感 じられるようにな ってきま

した。私 たちの心を，救 いを待 っている

先祖 たちに向け，今，一生懸命系図と取

り組まなければという思いでお ります。」

(注 ：斎藤姉妹 はクラスに参加 できなか

ったが7，8月 で百数十枚 の記録 を提出

した)

夫婦で協力

して記録を

作成

吉岡 勇作

「今年のワー ド部の上半期 の方針のひ

とつは，全員 が系図作 りをするというこ

とで，私 も再 び吉岡家の記録 を作 り始め

ました。10年 ほど前 に90枚 くらい提出 し

たときの資料があり，今回は役所 に資料

請求 をまったくせず，以前の資料で182枚

の記録 を作成することができました。 そ

れで もまだ，あ と100枚 ほ どは作れそうで

す。

妻の方 は，渡会家 に関 して150枚 ほ ど提

出して きました。私 の182枚 もほとんど妻

が毎 日の家事 の合 間を見て作成 してくれ

たものです。独身時代 とは違って毎日コ

ッコ ッや ろ うと話 し合 い，夫婦 で協力

しました。妻の書 きあげた記録 を私が コ

ピーし，完成 した資料 を，完成資料，提

出資料 として事務整理 しています。

独 身時代 の方 が時間もお金 も余裕があ

るので系図作 りがしやすいと思 っていま

したが，実際 には結婚 してからの方が長

い目で見て着実 に進められるようです。

それは夫婦 が互いにいろいろな点で助 け

合 っていくことにより，主の業を実行 す

る意味 を知 ることができるからです。」

以上 の証か らも伺 える ように，この

プロ グラム は単 に死者 の救 いに貢献す

るのみでなく，会員 の活発化，活性化に

大 きな力のあること，すなわち生ける者
ま り と

の救いに役立 ち，「死者 なくばわれら完 う

せ らるるを得ず」(教 義 と聖約128：18)

とい うジ ョセフ ・ス ミスの言葉 の意味 を

身をもって教 えてくれた。

このペースでいくと，年内 に3，000枚 は

9



各 地 の た よ り

おろか4，000枚 の提出 も可能であると，会'

員 たちの思い も大 きく変 わってきている。

これらのシー トか ら出る人名数 は10，000

を越 えることになるであろう。ちなみに

東京神殿の昨年度の総エ ンダウメン ト数

は約32，000名 で あることから，3な いし

4つ のユニ ット，すなわち1ス テーキ部

だけで も東京神殿の1年 分 の人名 を支 え

ることが不可能でないことがわかる。

今年度 は全国各地のユニ ットで記録提

出数が著 しく増 えていることから，現在

提出の死者の儀式は1年 半から2年 後に

待たなければならないのが現状である。

そして東京神殿が行 なえる年間エンダウ

メン ト数 は10万 台から20万 台 とも言われ

ている。 しかしこの数字は， もしひと度

この 系図提 出の意気が 燃え始めると，

東京地区だけでまかなえる数字である。

換言すれば，東京以外の地域の死者の救

いのために各地に神殿が必要 となり， そ

のときこそ，マ シュー ・カウ リー長老の

予言が成就 されるときではないかと想像

できるのである。 しかしこのビジョン実

現 の鍵 は，記録探求 に続 く神殿参入者の

飛躍的な増加である。活発会員の絶対数

が大 きくなければ死者の身代 わりをする

人が得 られない。そこで身代 わりをする

会員の不足を補 う唯一の方法は，改宗者

を迎 え入れるということになるであろう。

このような観点から，今後の伝道 に関

して新 しい発想 の転換 を迫 られる思 いを

抱 くのは必然的ではなかろうか。私 たち

大岡山ワー ド部 はこの新 しい経験か ら得

られた信仰 と自信 を土台 として，新 しい

会員伝道へと大 きく歩幅 を広げてい く所

存である。死者の救 いに貢献す る業 はと

りもなおさず，生者の救 いの業であるこ

とを心よ り証 し，この喜 びの報告を終わ

る。(ま つ した ・やす ひ ろ 大岡山ワー

ド部大祭 司グループ リーダー)

■㌔ 私の半生記
一生きる希望と支えを

与えてくれた福音一

東京南ステーキ部干束ワード部

淡谷 とし子

△ 年 の秋 の10月 でバプ テスマを受け

==フ て13年 に なります。今本当の幸せ

を私に与えてくださいます主に心から感

謝 しています。

もう何十年 も前，女学校のとき友達が

洗礼を受けているのを見て私 も受けたい

と思 っていましたが， チャンスがなく受

けられませんで した。 その後は教会へ行

くこともな く忘 れて過 ごしていましたの

に，年 をとってから念願のバプテスマを

受けられた ときは，'とても考え られない

ような不思議な気持ちがしました。宣教

師が思いがけな く訪ねてくださって話 を

聞 き，1カ 月ほどしてバプテスマを受 け

●お姉さんののリ子さん(歌 手)と 一

緒に。右側がとし子姉妹

たいと、思ったのも神様のおぽしめ しだっ

たのだと思います。

初 めて訪ねてくださった宣教師はクッ

ク長老 とホール長老で した。上手な日本

語でとても熱心 に教 えてくださいました。

私はあまりにも年を取り過 ぎていました

のでレッスンをする度に続け られるかど

うか悩みました。

その頃はただ何 となく生 きているよう

な，別 に苦労 もなかったのですが希望 も

なく， 自分 はこの先どうなるのか不安 な

日々でした。母 と姉 と3人 で生活 してい

たのですが，姉は仕事 でいっも家 を留守

にし，そのためにお互いに話 し合 う時間
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も持てずにいました。

いつ も母 と、ミ・た りだった私 は母 が死ん

で しまったら私 は一体 どうなるのかと考

えた り，母 と一緒 に死んでしまった方が

いいとさえ思 っていました。そして何か

心の支 えが欲 しかったのです。私 は思 い

切 って神様に頼 ることを考えました。この

ような心がわがっているかのように長老

たちは熱心にレッスンをしてくださり，

10月27日 を バプテスマの日に決めていた

ようで した。母 に相談 しましたら，反対

ということでもないのですが，家族 がこの

年 まで何で も一緒だったので，私 ひとり

だけ宗教が変わることを心配 しているよ

うでした。私 はどうしても母 に喜 んで も

らってバプ テスマを受けたいと思 ってい

ました。

私 たち家族は郷里の家が破産 したこと

から上京 して来ましたが，父が郷里に残

って送金 してくれ るようになっていまし

た。私が子供の頃，母 は祖父母，父，叔

父，叔母のために雇人たちと朝から晩ま
ほうとう

で働 き， そのうえ父の放蕩にも絶 えなが

ら私たちを育ててくれました。本 当に苦

難 の連続だ った と思 います。

この ような環境 から離れ東京へ出たの

ですが，今度 は生活 に苦 しみました。父

からは送金が途絶え，少しばか りの持ち

物を売 り，質屋通 いをした りしたのです

が，食べることさえできなくな り，つら

い毎 日でした。 しか し母はいつもにこに

こして心配 させ ないようにしてい ました。

母 も何 か仕事 をするつ もりだった らし

いのですが，慣れない土地で何 もできな

かったのでしょう。ある日，母 はきびし

い顔 をして，死 んで しまったらどんなに

楽になるだろう，みんなで死んでしまお

うか， と言 ったことがありました。母 も

自分 の両親 を亡 くしていましたので助 け

てくれる人 もいなか ったのです。

私たちも母 と一緒なら死 んで もいいと

思いました。で も，若 いときは どんなに

苦 しい事があっても希望 を持 っているも

のなのですね。それは神様 が希望 を与え

てくださったのです。その頃は信仰 を持

っているとも思いませんで したが， どん

なに不幸があって も良い行 ないをしてい

たら神様 はきっと助 けてくださると思っ
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ていました。 いっか私 たちはきっと幸福

にな り母 を安心 させなければ， と姉 と話

し合 った りしました。

私 は予定 どおり10月27日 にバプテスマ

を受けました。 このときの感激は言葉 に

言い尽 くせない思 いで した。帰宅 して母

に いろいろ と話 を しました ら，良かっ

たね と言 ってくれましたので本当に安心

しました。私 は母 に対 して もこれからは

教会員として良い姉妹 にならなければな

らないと心に誓いました。

母 は，昭和54年1月20日 にわずか1週

間の入院で 穏やか に天 に召されました。

私 は死んで もまた母 に会 えると思 いなが

私から離れτはのけなの

名古屋ステーキ部大垣支部

丸 山 干代 子

人には自由意志が与えられている

主の道 を選、&ミか

あるいは

この世 の自分 だけの道 を選 ぶか

それは，私が自由に選 ぶことができる一

主よ

私 はあなたに背を向けました

で もそれをどうすることもできません

なぜな ら

それは，私が選んだことだから

それで も 主よ

あなたは私が振 り向くのを待 っていてくださる

あなたは大 きく両手 をひろげて待 っていて くださる

私 が振 り向 くのを一…・

長い月 日が流れ去 って

主よ

私 は振 り向 きました

そこに見た ものは計 り知れない大 きな愛で した

両手 を一杯に広げて

悲 しそうに

じっと私 を見守 っている姿がありました

その姿はわたしの胸 を打 ち貰 きました

ああ

私 は何 をしようとしていたのか

私は何から遠去かろうとしていたのか……

私は振 り向 きました……

そのとき

待 っていて くださった主 は

私を力強く抱きしめて言われました

「私 から離れてはいけない……」

(ま るや ま ・ちよこ1958年 生 まれ，大垣支部若 い女性会長)

聖徒 の道/1985年10月 号

ら， そのときは悲 しくて泣いてばかりい

ました。今では，母 は幸せ になり霊界で

福音 を学 んでいることと思います。神殿

で結 び固めの儀式をしていただいて本当

に感謝 しています。いつかまた，母 と共

に生活できることを楽 しみにしている毎

日です。

これ は以前に何かで読んだものです。

「与えられた一 日は立派に歩むのではな

く，与 えられた一 日は完全 に歩むのでも

なく，与えられた一 日は一生懸命 に歩む

もの， そこには悔 いはない，私 の明 日は
やす

常 に神のみ手にあると確信 しつつ寝む一

日は真 に平安あ りき。」

このように神様 から与え られた一 日を

一生懸命に勉強 したり働いたりした日は
，

神様に感謝 して安 らかに寝むことができ

ます。健康 な体 を与え られ精一杯努力す

ることはとてもすばらしいものです。 い

っも一生懸命歩むのはむずかしいですが，

自分で決心 したことはたとえ少 しずつでP

も続けていきたいと思っています。昇栄す

るために福音 を守 り， 自分 自身の心を高

め，愛 と誠実 さを忘れず生 きていきたい

乏 思 っています。(あ わや ・としこ1909

年生 まれ，千束 ワー ド部 オルガニス ト)

家族新聞
「ひげもじゃ」が

家庭を結ぶかけ橋に

☆…今，姫路の街 に，大勢の人たちの温

かい声援を受け，大奮闘 している末 日聖

徒の家族がいる。神戸 ステーキ部姫路 ワ

ー ド部の寺内勝行兄弟(36)一 家 である
。

寺 内家 族 は由美子姉妹(33)と5人 の子

供 たちの7人 家族であ り，友人の勧 めも

あって，今年2月 に家族新聞 「ひげもじ

ゃ」を創刊。家族 のせわしい朝の光景や

子供の作文，家族 の雑談など内容豊富 に

っづ られている。 しか し，4月 になって

寺 内兄弟 が重 傷のネフローゼ症候群(じ

ん 臓症)で 入院。その間も由美子姉妹が

中心 となって看病，子育てのかたわ ら「ひ

げ もじゃ」は発行 され，子供 たちのお父

さんを励 ます声の載 るこの新聞は，遠 く

11
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離れた病院 にいる寺内兄弟 と家族 とを結 、ζミかけ橋 と

もなっている。(2月 の創刊当時は，B5判 ，4ペ ー

ジ，発行部数30部 であったのが，8月 号の第6号 で

は20ペ ー ジ，100部 となった)

●(上)寺 内 ご家 族 。 リさち ゃん(旧)， 志

穂 ち ゃ ん(8)， 仁 君(6)， 愛 ち ゃ ん(4)，

雄 君(2)●(右)「 ひ げ もUや 」の題 名 にな

った 寺 内 兄弟 ●(右 端)「 毎 日新 聞 」 昭 和

60年5月3日 付 で 紹 介 さ れ た家 族 新 聞 。

で て'載 子 争 用 が め て 寺 す る か い ど の お ぱ ゆ の
十 き っ ら ぺ"意 列 ぐ い 内 め 。く で き 子 父 寺 し う 名 家分 た て の1や も を つる さ た つ だ 。五 ど さ 内 と 。前 族
に そ い つ ジ 。 ・つ て 。ん の く け 子 人 も ん さ つお を 新
記 れ る づ を ち く 五 ひ の や つで ど も た と ん て 父r聞
事 ら 。り め よる 人 と 朝 つた"も い ち お ち や さ ひ が

壕霊轟 葛 ε馨 ㌶ 随 新舗 ♂繰 毬 縄 駅
ゑ鳶馨馨蓋 匙賛壱ギ馨再名脚覆客ゑを会噌謬窒庵
読 だ く 詩 人"い た レ.載 に と に 子 少 い 五 族 を 』 新
ん け つが の 戦 く ち を つ は す な を な ま 人oの と 聞

ん べ と 方 父 お 美 か し ど て じ
の た ぽ 入 が さ 金 子 え も 、'ん

魏 垂繋繍惹競黛
に た で に す な よ 一き 一rう つる
と 。"一 く り く と 五 入 た う
り 子 ご 寺 な も と 奥 人 院 つて
つ ら は 内 る'rさ の に た 家
い が ん さ こ 家 い ん 子 な ん に
て お を ん と に え の を つや お
い ぜ 食 ち の お'由 か て け つ

で バ あ と ら が べ 親 お が 意
ひ イ 入 げ も を わ よ 寺 父 か あ 味げ キ 院 て い み か

っ内 は し っも
を ン を く え て つて さ 答 い た な
そ が し る ん い た'ん え ん 峨 く
っ入 て 。う る 心 親 ち ず?お 笑

て駿 憾 騰 き窺 釜ぞ
し ゆ さ さ で し あ は て き や い
も う ん が 、た ¢)ん い い ん る

た 理 は こ なo笑 を る て』何 こ
つ 由 、 み ん 子 い 食 。も が と

い つ た て も と
一 ≠こoo頭 こ 、

と 時rぽ ち お
お に こ く を じ母 ま
の は 結 い

さ で 子 印 ぶ ち

窃巷羅 縮 鑓 蛭
由 て 大 引 ず ち美 や
き き な の 鼠子 り
く 受 と 子

さ た な け し ど

う べ 部 け た
て9ツ 屋 にo
眠 ド を 子 話
つ に の ど を
て 、ぞ も き
い 五 く た い
る 人 と ち て
(の ひ 、の 、
版 や つ 大 寝 も
画 つ つ 人 で ど家 た き 用 い り

)O合 の る が

ら ち の で
レ、寺 レこ 一 レ、
仕 内 な 員 る
事 さ る に う
を ん 。な ち休 は

つ に
ん 、 た 、
ど こ よ ぽ
つ こ う く

て 一 な もや 年 気 家

Qく 持 族

く 食 人 迫 る

謙 暴熱§

1難
蕪1

聯総"養

嚇

翻
蹴 撃_ニ コ
ゆ 　

愚

竃 自δ
§ 謹

◎咽，◎81"や
.ρ811'ンh

b伊

病 が つ ち た
院 い 家 か やo
の つ族 れ ん 子
お そ 新 て と ど父 う 聞 い こ も

さ 必rる に た
ん 要 ひ 。預 ち
と に げ け も
お な も ら 、
母 つ じ れ おさ た
や て じ

んo』'い

遠 が と 夫 んレ、な お い な カ、
病 い 父 う 上 ら院 一 さ 注 質 は

に と ん 文 の 、
移 い は を 紙 何る わ
r受 で 年

こ れ 治 け 刷 た
と て 療 て つ つ

騒解理

家族新聞が

とりもつ愛の輪

神戸ステーキ部姫路ワード部

寺内 由美子

夫
がネフローゼになって， 多くの方

方から助 けをいただきました。そ

の時々の様子を毎月発行 する家族新聞に

載せ，友人に読 んでいただいています。

家族新聞を作 ることになったのは，姫

路市内の版画家岩田健三郎 さんと1年 前

に出会 ったことに始 まります。岩田さん

はもう10年 以上 も前からミニ コミ誌を発

行 され，家で子供文庫 を開いた り，子供

たちに版画 を教 えられた り，また，版画

で四季折々の身の回 りの出来事 をやさし

い文章 とともにハガキに印刷 して，外出

も思 うに任せない人々や心 さみしく思 っ

ている人々に毎週送 られています。 また，

思いを詩に託 し曲をつけて手作 りのコン

サー トで友情の輪 を広 げ，私たち家族 に

も人 とのつなが りの大切さを教 えて くだ

さいました。

教会の中だけではなく， いろいろな思

いを持つ人々 と知 り合 いになることは，

私たち家族 にとってすばらしい機会です。

コンサー トに夫や子供 と共 に参加 して，

自分たちの作 った歌を心の底からわき出

る思いで伝 えることの喜びを知 りました。

手話 で 「子供の歌」にある 『小 さな川』

を歌ったときの人々の輝いた目を，忘れる

ことがで きません。人々に愛を伝える方

法がたくさんあることを知 ることができ，

感謝 しています。

夫が岩田さんから 「寺内さんとこで，

家族新聞作 ってみた ら」 と勧められたと

き，人々とのつなが りを何 かの形で表 わ

したいと思っていた ときで したので，喜

んで始 めました。題名 を考 えるために家

族全員 で編集会議 を開 き，長女 りさが提

案 した，お父 さんのひげからとった 「ひ

げもじゃ」 に決 まりました。

子供たちとの会話 や聖句，友人からの

便 り，イラス ト，作文など，家の中のあ

らゆることを記事にします。家の中の出

来事 を隠 さないで書 くことは勇気のいる

ことですが， それ ら全部 を出すことによ

って、思わぬ反響 があ りま した。友人が

家 族や知 人 に勧 めて くださ り， まった

く知 らない方 から 「ずっと前 からの知人

のようで是非一度 お会いしたい」と言わ

れたり， コンサー トに出ていたときに，

「私 にも一部 いただけないでしょうか」

と言われた りもしました。また，教会 に

興味を示 してくださる方 もいらっしゃり，

「聖書 はまったく読 んだことがないのに

読んでみたくな りました」 と言って くだ

さいました。 こんな新聞でも心待 ちにし

て読 んで くださる人々がいると思 うと，

作 っているときの疲 れな ど吹 き飛んでし

まいます。 しかし一番喜んでいるのは，

12
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もしかしたら私 たちの両親か も知れませ

ん。最初 はばかなことばかり書 いている

と思 っていたようですが，今 では子供た

ちの成長の様子を知 ることがで きると楽

しみにしています。

夫は 日頃から，「友人を得 たいなら，自

分か ら心を開いて思いを伝 えるように。

教会の中だけで活発 であって も自己満足

に終 わりがちだ。社会 に対 して今何がで

きるのか，いつ も考 えなければいけない」
　 ろう あ

と言います。彼 自身，手話を学んで聾唖

者の方々に福音を伝 えた りして います。

また， 多くのサークル活動をしている友

人たちを得 て，その献 身的な働 きに心打

たれ，元気 になったときには自宅 で手話

のクラスを開 き，興味 のある人々に教 え

たいと望 んでいます。

福音 は，私 たち一人一人 にその人にし

かできない働 きがあることを教 えてくれ

ます。すべての人々が神様の大切 な子供

であると教えてくれ ます。人とのつなが

堕が形だけでなく，心 の底から，私たち

が愛を分かち合ってゆける ものであるの

なら，教会員 はもちろんのこと，教会外

の人々とも， より深い友情 を育 てていけ

ると思 います。

愛が世 に満ちあふれ，福音が世 の隅々

にまで拡 が ります ようお祈 りします。(て

らうち ・ゆみ こ1951年 生 まれ，姫路ワ

ー ド部扶助協会第二副会長)

一家族新聞「ひげもじゃ
」から一

い ・雄君 スプーンが反対 よ ・そうそれで

いいの ・あ，雄またこぽして ・志穂ふき

んちょうだい ・愛，お野菜残 さないで ・

愛 ちゃん全部保育所のおかず食べたもん

ね ・えらい ・りさなんかキュウリがきら

いやったけど好 きになったんよ ・保育所

に行 くとみん な偉 くなるね ・か くて私

のオチャワンは話 してる間 にカラッポ。

お腹のどこに入 ったか もわからない ・お

父 さん ひと り病院 食お いしないやろね。

おかあさんの手

2ね ん4く み 寺内 しほ

轡
奄び麟 ん

⑳
しぼ

お か あ さ ん は ， と て も い そ が し そ う で す 。

そ う じ を し て ， せ ん た く を し て ，

ご は ん の し た く を す る か ら で す 。

お か あ さ ん の 手 は ， と て も が さ が さ で す 。

わ た し が お か あ さ ん に，

「お ね え ち ゃ ん が カ ッ タ ー で
，

しほ の 手 き っ た 。」

と い う と， お か あ さ ん の 手 を 見 せ て ，

「お か あ さ ん の ほ う が ， い た い よ。」

と い い ま し た 。

わ た し は そ れ を見 て

心 の 中 で 「い た っ 」 と い い ま し た 。

敷 地面積 ：829.34旧2

建 築面積 ：239。62m2

延 床 面積;458.86㎡

献堂された岡山ステーキ部
倉敷ワード部教会堂

無

譲

鑑

ダ 「

・弄
、
、〆

1/ 、

/

毎日が戦争
聾

夕 ごはんはまだP・ もうちょっと ・は

い，座 りなさい・ち ょっと待 ってもう少 し

宿題残っているから ・志穂 いつまで本読

んでるん早 くすわ りなさい ・雄君 お祈 り

の前につまみ食いしたらだめ ・これ これ

ひとりでお祈 りして しまうのP・ お兄ち

ゃんが愛 ちゃんのとこすわる～ ・仁代わ

ってあげなさい・りさ，どれも同じだけ入

ってい るん よ。 お皿変 えるの やめな さ

い ・いただきます ・雄君これお母さんの

よ ・ちがう雄君の ・りさ雄君に取 られな

い前にこれ食べとこ ・志穂ひ じがついて

るよ ・仁，背 をもっとピンと伸 ばしなさ

とりで

「r》 の建物が，大いなる砦 となりて』

選民 を見いだ し得 るシンボルの

建物 となりますように……祝福 され ます

ように……。」

渡辺明ステーキ部長の祈 りによって，

1985年6月2日 ，倉敷の教会堂が主に捧

げられ ました。

思 い返せば13年 前の1972年6月 ，初め

轍

灘霧
財
繍 酬，

て倉敷の地で集会が開かれ，伝道が本格
く

的に始め られ ました。奇 しくも同じ6月

に，教会堂が完成 される運 びとな りまし

たことは，不思議な思 いがいたします。

倉敷の地で教会堂 が完成するまでには，

多くの宣教師の献身的な犠牲 と会員 の大

きな努力があ って，今のようなすばらし

い時を迎 えたのであ ります。この地域に

聖徒 の道/1985年10月 号
13
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難

おいて，真の福音 を知 らず，その訪れを

待っている主の選民 を見いだすため に教

会堂が与えられましたことを心から主に

感謝申しあげます。

倉敷 ワー ド部 は今 この時を大 きな節 目

として，会員一同が伝道 に立ちあがる時

でもあ ります。教会堂 にはすばらしいバ

プテスマフォン トがあ ります。常 にこの

フォン トが使 われますよう，心か ら願 っ

ています。

この教会が地上における主のみこころ

に添った真 の教会であることを心か ら証
ふりかど

いた します。(倉 敷 ワー ド部監督 ・振角
いわお

巌)

新聞か5の 語題
たか や しき

☆…盛岡地方部盛岡支部の高屋敷多喜子姉妹 は，地元のある新聞社 の

読者の欄 にたびたび投稿，採用され， また市民の声 としてインタビュ

ーを受けたりするうちに
，その一主婦 としての柔 らかいながらも鋭い

観察眼が買われ， 「盛 岡タイムス」という ミニコ ミ誌作 りに参加するこ

ととなった。

高屋敷姉妹 いわく 「ズブの素人」として，5歳 ，3歳 ，1歳 の子供

たち共 々あちこちを飛び回 り大活躍。その中で，盛岡からBYU(ブ リ

ガム ・ヤング大学)に 留学 する川村展子姉妹(盛 岡支部会員)を 紹介

した際，「任せる」として与えられた1ペ ージの紙面で川村姉妹 の留学

先やその地ユタ州 などをあわせて紹介 した。その記事はそのまま教会の

広告 ページとなっている。

14

ま ら ト わ う か 歌 供 と て 八 く 食 き こ ん 事
Pす 歌 し で せ に 繰 を の'四 い カ ふ'る の 主 で が わ
。の い も る な り 教 歌 わ ム る 月 る 片 だ 日 に い あ が

よ 次 。一 の つ 返 え 一 が がDの に 付 け は 月 ゑ る 家
く は 生 が た す る の 家 テ 幼 入 け 用 主 曜 。に
分'懸 やoう の 本 の1児 れ を 事 人 の そ 嫉
か 長
る 男よ が
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に 家お 庭
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ま を
す 開一 き

盛
岡
市
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屋
敷
多

子

主'
婦

32
歳

'
。開 が 少 こ 容

命 つ_ち は を お プ で る 済 を も 夜 の
つ と 男 に 専 持 し ル も 。ま 作 早 が 名 家
い い の'ら つ ん を"三 せ ら め'を 族
て う 方 長 私 て_囲 こ 歳'な に そr四
く と は 男 の き 慎 ん の 六 子 い 帰 れ 家 人
る こ'は 役 て 吾 で 日 力 供 よ つ に 庭 で
と ろ 言 数 目 く)席"月 た う て 当 の 続
こ だ 葉 曲 。れ が に を と ち に く て 夕 け
ろ が じ 歌 何 るr着 知 一 も す る ら べ て
が'り え 度 。子 く つ 歳 早 る し れ 一 い
い 片 を る 。'る と る
じ コ 合 よ タ で 。 呼 行

家 庭 の 夕 べを のをと内 軌1粧 電 ζ
プ さ百

魑 臆 憂子蛎 鰭 ㌔ 噸 あ鎗 袈
み 願 も ・わ 供 。日 ち ぶ お 色 私 り 上 日 所 い

警憾 孟諜 婁拷 擬 鯨墾雛 赫

鷺1雛 藝簿 難轍
好 家 れ 族 だ れ
み 庭 ば 団 ろ ての
の'ら う'方
夕 と ん 。恐法
べ い の 今 ら
で 一 う 味 の く

特 えq居 と
に て 話 屋 し感 く が さ た

謝 れ 終 ん 間
し る わ"を
て 。れ も と

喜 れ き く お る
ぶ る て れ 父 。。と あ る さ

も → る 紙 ん
ち 始 。芝 のろ ま
テ 居 出
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鑛
鰯 ● 「盛 岡タイム ス」昭 和60年5月8日 付

轡

蔓 、

鞭

●(上)高 屋敷 ご家族 。七十人第一定員会会員の

ジャック・H・ゴーズ リン ド・ジュニア長老 と共 に。

●(前 頁右下記事)「 河北新聞」で採用された『家

庭のタベ』の投稿記事は，高屋敷姉妹 による数多

くの投書の中のひとつてある。

辱

国 や 話 人 イ 加 と ラ 国 学(子 生 年 つ へ 国
際 習 す 々 ラ'し ン 人 科 関 川 さ)に 女 一一B四

交 慣 人 に ン 英 て テ 相)東 村 ん を 盛 性 年Y日
流 を 々 限 な 行 イ 手 鎌 学 さ で 卒 岡 が 間U後
を 紹 に ら ど 仏 つ ア の 倉 院 ん あ 業 北 い の(に

深 介 日 ず の'て 活 ガ や 大 は る し 高 る 留 総 成
め し 本'英 ク い 動 イ 横 学 大 。た(。 学 合 田
た な の 英 語 工 た の ド 浜 英 学 川 第 五 ・へ 大 か
Dが 文 語 圏1。 一 を の 米 時 村 三 十 旅 学 ら

ら 化 を の ト 米 つ ボ 外 文 代 展 回 四 立)米

る は 助 と 際 い 展 出 と た を 言 若 リ が 彼 で
ユ 数 教 岩 話 交 か 子 発 し 先 示 い い ア 三 女 留 こ

タ 年 授 手 し 流 し ち す て 生 し ま う に 年 の 学 の

州 前 の 医 て に て や る 本 は た す ち 留 前 お す こ
へ'立 大 く 役'ん 生 校r。 の な 学 に 母 る と

rB身 公 れ 立 ま の 徒 か 在 北 で ら し オ さ 川 が
予Y政 衆 た つ す 英 も ら 学 高 一 と ま1ん 村 き
防U信 衛 。勉 ま 語 あ 七 留 で と 主 し ス は さ つ

医 の さ 生 強 す 力 り 月 学 教 理 人 た トrん か
学 あ ん 学 を 国 を'に 生 え 解 はPラ 姉 へ け
一L一_

て イ こ ほ さ 医 と 律 し 頃 く 地 て つ の に と 学
い ン と 尚 ど れ 学 が が な'な の く た 留 似 い 会

ま タ は'を て と 学 効 い 刺 る 市 れ り 学 て う で
す ど 本 川 つ い い 術 を モ 激 人 民 た で 先 い 点 行。 ユ 紙 村 け る う 的 奏 ル 物 が は 。す と る で か

1六 展 加'一)見 し モ を 少 成 さ よ し'非 れ
で 日 子 え と か 地 て ン ー な 人 ら 一 て 盛 常'

紹 の さ た 関 ら(い 教 切 く 病 に と 誠 岡 にr
介 月 ん 。心 注 予 る の 口'で → 話 に の 盛 盆
し 曜 の の 目 防 こ 戒 に 日 な 同 し ぴ 人 岡 地

灘 。

藩 用

'蹄

メ

[1麟， 寡1

』、』'幽

大学本部(す ぐ後はロッキー)

徒 ○ か モ ン 年 ト メ あ で
で%れ ン グ 土 合 レ1る ア

あ 以 た 教 に 地 衆1卜Qロ メ
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いうことも大切な点 です。女性 たちを訪

問教師の業 に召す ということは,人 生で

最 も大 いなる祝福であるキ リス トの純粋

な愛を養 う機会 を与えることなのです。

エバンズ姉妹:私 はアイルラン ドでお会

いしたワー ド部扶助協会の会長さんのこ

とを思い出 します。彼女 は車 も電話 も持

っていないのですが,一 生懸命 に自転車

をこいで家庭訪問に出かけるのです。そ

して自分 に与 えられた課題を喜々 として

果たしています。

質問:女 性 を取 り巻 く状況 は実に多様

だ と思います。皆さんは,私 たちすべて

を結びつける ものを何だと思いますか。

エバ ンズ姉妹:福 音 に忠実に生 きるこ

とだと思います。私 は行 く先々で,献 身

的で偉大な女性 を目にしてきましたが,

召 された場で喜 んで奉仕 し,福 音 をもっ

と知 りたいと望 んでいる女性たちです。

ウインダー姉妹:メ イン州北部 の小 さ

な村を訪問 した折 に,貧 しい風土 で命 を

つなぐためだけに力を合わせて働 いてい

ると言って もいいような婦人たちに会 い

ました。 またもっと人口の多い地域では,

都 会生活か ら生 じる諸々の要求や｢繁 雑

さ｣と いった別の問題 と取 り組んでいる

女性の姿 を見てきました。 しかしいずこ

も,物 理的な状況に左右 されることなく,

献 身と忠実 さがひとつの糸で結 びついて

いるのです。

質問:初 期 の扶助協会 では,婦 人たち

が互 いに助 け合 うことが,文 字通 り生 き

るための条件だったと思います。 多くの

人々にゆとりが出てきた今,私 たちの愛

の手をどのように広げていけばよいので

しようか。

ウインダー姉妹:私 には現代が真 に平

安 とゆとりの時代 とは思 えません。経済

的な面 だけでな く社会的 にも情緒的にも

ストレスが増 している現代 は,か つてな

された生 きるための援助 を同じように必

要としている時代 です。

ドクシー姉妹:先 頃私 は ミシシッピー

州 を訪れましたが,そ こでは姉妹たちは

ひとつとなるために州全体 をまわり,家

庭訪問も一 日かがりでやっています。彼

女たちには,ま さに行ないに裏打ちされ

た真の姉妹愛が必要なのです。

ウインダー姉妹:ソ ル トレーク･シ テ

ィーに住む友人は病気 で身体の機能が衰

14

弱しているのですが,家 庭訪問 をするた

めに車いすに乗 り,特 別 な装置 をつけた

車を運転 します。途 中で同僚を乗せて訪

問先の姉妹の家 に着 くと,迎 える側 の姉

妹 が家か ら出てきて,そ の車の中で家庭

訪問 を受 けます。彼女が愛 にあふれて輝

いているので,隣 近所の人々 までが車の

まわ りに集 まってくるのです。

エバ ンズ姉妹:こ のような犠牲 はみた

まを豊かにもたらします。 もちろん,犠

牲がみた まをもたらすからといって,そ

のために遠 くに住んでいるとか,身 体 の

自由がきかないという事情が必要 なわけ

ではあ りません。何不 自由のない状態で

も,心 から最善 を尽 くしている女性 をた

くさん知 っています。

ジヨアン･ス ペンサー姉妹(書 記):ア

リゾナに住む裕福 な女性 のことを考 えて

いました。彼女の知人に,た めていた伝

道資金を重病 の母親のために使わなけれ

ばならない少女がいました。伝道資金 は

全部病院 の支払いで消 えてしまいました

が,こ のすば らしい女性 が少女 の伝道資

金を出 しました。彼女 もご主人も,自 分

たちが豊 かに祝福 されていることをよく

知っていたので,そ れをほかの人々 と分

かち合 う責任があり,ま たすば らしい機

会でもあると理解 していたわけです。

質問:既 婚者に対 して独身者,あ るい

は外 で働 いて いる人 とそうでない人 とい

うように,異 なった道 を歩む女性 はそれ

ぞれ異なった主張があると思 います。教

会の女性が共有すべ き共通の立場 とは何

でしょうか。

ウインダー姉妹:私 は教会 の初期 に女

性 たちが示 した態度 に深 い感銘 を受 けて

きました。富める者 も貧 しい者 も,共 に

助 け合 ってひとつに結ばれていました。

自分たちの問題 にひとつになって取 り組

みました。福音の原則 に対する私 たちの

信仰が,私 たちを結 びつけるのです。 も

しひとつとなれば,私 たちは堅く立つ力

を得 ることで し'よう。

ドクシー姉妹:す べての女性 は神 の娘

です。｢私たちは戒めを守っているで しょ

うか。慈愛 を育 んでいるでしょうか。｣女

性の地位 や女性 を取 り巻 く状況は,私 た

ちに共通 するこれ らの基本的 な質問に比

べたら,そ れほど重要 には思 えません。

質問:地 理的な条件 や文化の違 いが私
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ゴ惑 筋謡繋;驚 裳
トルから5メ ー トルもの高波が岩に打 ち

つけ,雷 鳴のような音を立てなが ら無情

に砕 かれると,空 一面に水滴が充満 した

かのようで,濃 い霧状の様相を呈するの

でした。その音 には話 し声 もかき消 され

てしまうほとでした。
こんへき

その日は曇っていました。紺碧の空 と

ふんわ りとした白い雲 という組 み合 わせ

は望 めようもなく,暗 く不穏な風が コー

ゴーと岩壁 に吹 きつけていました。

その午後,2カ 月あまり続 いたパイナ

ップルの取 り入れを終 えた十代 の少年 た

ちが,ハ ワイの西,マ ウイの北海岸 を見

学していました。 その 日は最後 の1週 間

の仕事が始まる前の休暇の最終 日で,仕

事が終 わると1週 間の島巡 りのツアーを

してから合衆国本土へ帰 ることになって

いました。ゴー ドンが監督 していた少年

たちのほとんどは,も うすでに トラベラ

ー ズチ ェック(旅 行 者用小切 手)を ポ

ケットの中に押 し込んでいました。波が

海岸の岩 にあいた穴 を通 って噴水 のよう

に吹 き上 げる壮大なプローホールのこと

を彼 らは耳にしていました。 ブローホー

ルは北海岸にある平たいテーブルのよう

な岩の真 ん中にあ ります。

来 てみて皆 びっくりしました。島の北

側は荒涼 としていて,そ れ まで見慣 れた

ハ ワイとはまった く違っています。地形

は月の写真 を思わせ,ど ちらを向いても

1本 の草 も木 も,ま た海岸にはひ と粒の

砂 さえ見当た りませんで した。溶岩 でで

きた,切 り立 ったのこぎり状の岩壁が海

中深 くへ と落ち込んでいました。

その 日,各 々12人 か ら成 るふたつのグ

ループにそれぞれ監督者がつ き,ト ラッ

クとバンに乗 って一緒 に出発 しました。
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思議 なことに頭 はほぼ垂直 に水 から出て

いました。

ダグは｢助 けなきゃ｣と 言って立 ち上

が りました。｢泳げるのか。｣そう聞いたの

はゴー ドンです。｢自信はないが,彼 はぼ

くの生徒 だ。やってみなきゃ。｣

グ レッグ･パ ーカーが口をはさみまし

た。｢ぼくは泳 げます。｣彼は打ちつける波

の音 に負けじと大声で言いました。｢ぼく

はイーグル スカウ トです。人命救助 の技

能賞 も持っています し,き っとやってみ

せま.す。｣

そ こで,ハ ンサムでた くましく,自 信

に満ちたグレッグは,ゆ っくりと注意深

く岩を渡 り歩いて海へ入っていきました。

マイクは,溶 岩 の露出した危険な鋭い岩

先 にだんだん近 づいていきます。グ レッ

グは力強い泳ぎでマイクのところへたど

り着 き,胸 を抱きかかえるようにして,

マ イクを外海へ引き戻 しました。

しかし,ど こへ行 けばよいのでしょう

か。岸へ向かえば,打 ち寄 せる波で岸壁

にたたきつけられて しまいます。波のし

ぶきはひっきりなしに顔をぬらし,息 も

思 うようにできません。海水は塩辛 く,

飲 む とす ぐに吐き気 をもよおし,い くら

強じんな泳者 といえどもだんだん体 力が

弱まります。グ レッグは次第 に力が抜 け

ていくのを覚 えました。

｢だ めだ
。……助 けがいる。｣岩場で海

面 を見下 ろしていた少年たちにやっと聞

こえるような声でした。

スティーブ･ダ ドレーが叫び ました。

｢グ レッグ
,待 って ろよ!｣そ してあっ

という間 に,た け り狂 う海の中に飛び込

んでしまいました。 さあ今 や,ひ とりで

はなく3人 が死の危険にさらされている

,の です。､

けれども,ス ティーブがふたりの とこ

18

ろへ泳 ぎ着 くと,マ イクはい くらか意識

を取 り戻 しました。

マイクはあの恐 ろしい出来事 を思 い出

しました。引く波 にさらわれてブローホ

ールの中に吹 い込 まれ
,岩 板 の下4メ ー

トルの岩棚 に落ちたのです。..1一時何 とか

岩 にしがみついていましたが長 ぐはもた

ず,何 トンもの水流が勢 いよく海へ戻 る

際,水 平な トンネルの中へ投 げ落 とされ,

海 へ と吐 き出されてしまったのです。

さて,グ レッグとスティーブは力を･合

わせ,ゆ っく りとマイクを岸壁か ら離れ

た海の方へ連れて行 き,さ しあた り何 と

か危機 は脱 しました。ゴー ドンはダグ･

カールソンに向かって言 いました。｢ちょ

っとひとりになりたいんだ。 すぐ戻 るか

ら。｣

彼 は大 きな岩の陰に入 り,ひ とりきり

になると,主 に強 く嘆願 しました。少年

たちを無事 に海から救い出すのを主が助

けてくださるな ら,あ らゆるものを,神

が彼に望 まれ るものはどんなものでも喜

んで捧 げると約束 したのです。

岩陰か ら出たゴー ドンは,約10メ ー ト

ル右手 に,小 さな入江があるのに気づき

ました。そこも岩場でしたが,少 しはま

しに見 えました。たぶんそこまでたどり

着けば,ヘ リコプ ターを呼 ぶまで待てる

のではないかと思 いました。彼 らはもう

すでに20分 も波と戦い,急 速 に衰弱 して

いる様子です。風 と波の音の合 間に,彼

らの祈 る声が聞こ えました。｢神様,助 け

て ください。｣岸にいる少年 たちも集 まっ

てひざまずき,輪 になって祈 りました。

ゴー ドンは立ち上がって,輪 の外へ出ま

した。ひ とつの考 えが浮かんだのです。

こういう声を聞いたような気が しました。

｢海 を静めなさい
。｣

最初彼 にとっては,そ のような力 を呼

び起 こすことができると考 えることさえ

ショックでした。確 かにモーセは海を分

けることができましたが,彼 は凡大ゴー

ドン･ダ ニエルズです。 ゴー ドンは,自

分の理解 をはるかに超 えたことを行 なお

うとしている自分が恐 ろしくな りました。

その声は2度,3度 と聞こえてきました。

｢海 を静 めなさい
。｣そしてとうとう彼の

頭はその考 えで一杯 にな りました。 ただ

｢い つか神様 の力を濫用 したことの責任

を問われるのではないだろうか｣と いう

ことが気がか りで した。

彼 は天 に向かって手を差 し伸べ,イ エ

ス･キ リス トのみ名 にようて,少 年 たち,

が救われるまで海に静まるよう命 じまし

た。祈 りの輪 を作 っていた少年 たちは,

命 令 を繰 り返す ゴー ドンの まわ りに再 び

集 まって来 ました。

彼が言葉 をかけるや否や,今 までひど

く荒れ狂 っていた波が静 まり始めました。

ふたつの巨大な波が相反する方向一 今ま

でそのような方向から波が来 たことはあ

りませんでした からやって来て,く た

くたに疲れ,息 も絶え絶えになった少年

たちの方角 に向かって合流 しました。斜

めに進 む波 に乗 った少年たちは,小 さな

入江に向かって15メ ー トルほど進み まし

た。

ひとりが,少 し前に トラ ックから持 っ

てきていた発砲 スチロールの浮 き板 を,

あ らん限 りの力で投げつけました。それ

と同時 に,最 初のふたつの波 と同 じよう

な一対の波が再 び合流 し,少 年 たちを入

江の岸近 くまで運んで くれ ました。 ステ

ィーブが浮 き板 を捕 らえ,そ れ を波乗 り

板 のようにしてマイクの体 の下 に入れ,

数 秒後 には助 けることので きる地点 にま

で.到着 しました。

残るは,そ の入江の岸壁の聞題 をど.う

マ
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オーク ス長老

ほかの使徒たちを見習って ドン･L･サ ー ル

も
し1984年4月 以前に合衆国最高裁

判所 に欠員がで きていたとしたら,

ユ タ州最:高裁のダリン･ハ リス･オ ーク

ス判事が候補者 にあげられ たかもしれま
しよくぼう

せん。彼はその地位 を嘱 望 されていまし

た。ワシントン･ポ ス ト紙の最高裁担当

記者は,オ ークス長老の十二使徒就任 を

知 り,さ っそく電話で,そ れが連邦最高

裁判所判事候補 の資格 を放棄するものか

どうかを質問 してきました。

オークス長老は,確 かにその通 りであ

ることをじっくり説明 しました。

裁判官の役職 も生涯の仕事です。それ

も実 に重要 な奉仕 のひとつではないで し

ょうか。

オークス長老はそのことを認め.ていま

すが,こ のたびの奉仕 に勝 るものではあ

りません。

主イエス･キ リス トの使徒 という彼 の

召 しが及ぼす影響 を知 る人々に対 して,

オークス長老 は｢こ の召しを喜んでいま

す。 とてもうれ しく,働 ける日が待 ち遠

しいです｣と 語 ります。

召しの意義 牽理解gた 大勢の人々が,

す ぐさま電話で愛を伝 えて きました。教

会幹部 も歓迎の電話 を寄せ ました。

オークス長老が,十 二使徒であろうが,

年 老いた母親の友人であろうが,ど の相

手に対 しても同じ丁重 さで応対 したこと

は,こ の人の人格 をはかるひとつの尺度

と言えるでしょう。

1971年 か ら1980年 にかけてブ リガム･

ヤ ング大学学長であった当時の彼の秘書,

ジャネッ ト･コルダーは,｢オ ークス長老

はどのような人に対 してもいつも丁重で

いらっしゃいます｣と 言います。

丁重 であ りながら率直で,外 向的では

ないが確 かな熱意 を秘めた人。コルダー

姉妹 は述懐 します。オークス長老がある

とき,訪 問客 を接待 していて会話がふと

とだえると,話 題が 自分たちが受 けた教

育 に変わ りました。学長がそれに対 して,

自分 は積極的 な気構 えを開発する訓練を

何 ひとつ受 けていないと話 しました。す

るとひと りの客が,｢と んで もない,そ れ

はおやめ.ください。 もっとやる気になら

れたら,と ても身が持ちませんよ｣と 言

いました。

｢オ ークス長老はて きぱきと物事 を処

理なさいます。働 くことがお好 きなので

す。｣コルダー姉妹は語 ります。 それはだ

れル も認めるところです。 オークス長老

は｢一 に仕事,二 に遊び｣と いうモ ット

ーをよく話 にあげますが
,家 族 は冗談 に,

本 当のと.ころは｢一 に仕事,二,三 がな

くて四にも仕事｣だ と言います。

｢遊 ぶために何 かをするというのでは

ないんです。 していることを楽 しむとい

う感 じですね｣と オークス長老は説明 し

ます。

｢時 は管理するものです。時間の浪費

はすまいというのが私の目標 です｣と,

1981年 の インタビューで語 っています。

オークス長老は1932年8月12日,ユ タ

州プロボで生まれ,早 くから就労 しまし

た。父親 の死後 わずか3,4年 で,未 亡
　

人の母親 を助け,家 計のたしにと働 き始

めました。父ロイ ド･オ ークス博士が結

核で死ぬと,あ とにはまだ若い妻のステ

ラと,当 時8歳 の長男 ダリン,現 在はユ

タ州考プロボ在住の眼科医メ リル,ソ ル ト

レーク･シ テ ィー在住のH･ロ ス･ハ モ ン

ド夫人工ベ リンの3人 の子供が残 されま

した。
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雛
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ダ リン･オ ー クス とジ ュー ン･デ ィク ソン 。 ブ

リガム･ヤ ン グ大 学在 学 中 の1952年 に 結婚 。

｢私 は すばらしい母親に恵 まれました
。

母は実に,末 日に生 まれた立派な女性た

ちのひとりで した。｣オークス長老 は母親

を,｢深 い信仰｣を 持 った｢大 変有能 な親｣

で,生 まれつき実行 力に富んだ女性であ

るとたたえています。家族以外 にも大勢

の人がそれに同意 します。ステラ･オ ー

クスが1980年 に死去するときには,プ ロ

ボの教会 と社会福祉 とに顕著な業績 を残

した人として名を成 しました。

｢母 は私 にた くさんの責任 と自由 を与

えました。職 を持つ ように励 ましてもく

れました。｣｢11か12の 年 で｣お 金 のため

に働 き始めたときから,彼 はず っと職 に

就 いています。
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